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□
要

旨

本
論
考
は
、
全
真
教
を
「
新
道
教
」
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
枠
組
み
を
再
検
討

し
た
も
の
で
あ
る
。

全
真
教
は
従
来
、
同
時
期
に
勃
興
し
た
太
一
教
・
真
大
道
教
と
並
び
、「
新
道
教
」
と

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
「
新
道
教
」
と
い
う
用
語
は
、
日
本
人
研
究
者
の
常
盤
大
定
に
始
ま

る
。
常
盤
は
全
真
教
が
仏
教
の
影
響
を
受
け
、
従
来
の
迷
信
か
ら
離
脱
し
た
と
し
て
評
価

し
た
。
だ
が
常
盤
自
身
、
僧
籍
を
持
つ
仏
教
研
究
者
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
仏
教
中
心
の
視

点
が
あ
る
。
一
方
、
中
国
で
も
陳
垣
が
全
真
教
と
太
一
教
・
真
大
道
教
を
「
新
道
教
」
と

呼
び
、
北
宋
の
遺
民
と
し
て
金
に
抵
抗
し
た
と
し
て
評
価
し
た
。
そ
こ
に
は
抵
抗
史
観
が

そ
の
背
後
に
存
在
し
て
い
る
。

戦
後
、
窪
徳
忠
は
両
説
を
受
け
、
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
社
会
学
理
論
を
念
頭
に
、

全
真
教
・
太
一
教
・
真
大
道
教
を
「
新
道
教
」
と
位
置
づ
け
た
。
こ
こ
に
は
両
説
を
総
合

し
た
こ
と
に
よ
る
矛
盾
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
真
教
を
「
新
道
教
」
と
す
る
位
置
づ
け

は
こ
こ
に
完
成
し
た
と
い
え
よ
う
。

新
中
国
が
誕
生
す
る
と
、
中
国
で
は
全
真
教
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
歴
史
観
の
下
、

階
級
闘
争
の
先
鋭
化
を
妨
げ
た
と
し
て
否
定
的
な
評
価
が
下
さ
れ
た
。
た
だ
し
改
革
開
放

以
降
、
全
真
教
な
ど
を
「
新
道
教
」
と
見
る
陳
垣
の
主
張
が
復
活
し
て
き
て
い
る
。
他
方
、

日
本
で
は
宮
川
尚
志
が
「
旧
道
教
」
と
さ
れ
た
林
霊
素
や
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
点
検

を
行
い
、
ま
た
秋
月
観
暎
は
浄
明
道
を
「
新
道
教
」
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
な
お
欧

米
で
は
「
新
儒
教
」
と
い
う
用
語
に
関
す
る
議
論
は
見
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
新

道
教
」
と
い
う
用
語
は
定
着
し
て
い
な
い
。

全
真
教
を
「
新
道
教
」
と
と
ら
え
る
日
中
の
研
究
史
の
背
景
に
は
、
近
代
史
の
影
響
が

色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
新
道
教
」
や
「
旧
道
教
」
と
さ
れ
る
諸
派

に
対
し
て
先
天
的
な
評
価
を
下
し
た
り
、
必
要
以
上
の
両
者
の
断
絶
を
強
調
し
た
り
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
今
後
、
全
真
教
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ
時
代
意
識
に
注
意
し
つ
つ
、
実
証
主
義
的
な
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

□
キ
ー
ワ
ー
ド

全
真
教

新
道
教

常
盤
大
定

陳
垣

窪
徳
忠
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は
じ
め
に

全
真
教
は
、
金
の
王
重
陽
（
一
一
一
三

－

一
一
七
〇
）
に
よ
り
開
か
れ
た
。
彼
の
下
に
は
七

真
と
呼
ば
れ
る
、
馬
丹
陽
（
一
一
二
三

－

一
一
八
三
）・
譚
処
端
（
一
一
二
三

－

一
一
八
五
）・
劉

処
玄
（
一
一
四
七

－

一
二
〇
三
）・
丘
処
機
（
一
一
四
八

－

一
二
二
七
）・
王
処
一
（
一
一
四
二

－

一
二
一
七
）・
郝
大
通
（
一
一
四
〇

－

一
二
一
二
）・
孫
不
二
（
一
一
一
九

－

一
一
八
二
）
の
七
人
の

高
弟
が
集
う
。
中
で
も
丘
処
機
は
元
の
太
祖
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
信
任
を
得
た
こ
と
か
ら
、
全

真
教
は
教
勢
を
大
い
に
伸
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
。

や
が
て
南
宋
が
滅
ぶ
と
、
王
重
陽
に
先
行
す
る
北
宋
・
張
伯
端
（
九
八
七

－
一
〇
八
二
）
に

始
ま
る
内
丹
道
の
一
派
が
全
真
教
に
融
合
し
て
い
く

（
１
）。

こ
れ
は
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
展
開

し
、
張
伯
端
の
下
か
ら
は
石
泰
（
一
〇
二
二

－

一
一
五
八
）・
薛
道
光
（
一
〇
七
八

－

一
一
九
一
）・

陳
楠
（
一
一
七
一

－

一
二
一
三
？
）・
白
玉
蟾
（
一
一
九
四

－
一
一
二
九
？
）・
彭
耜
（
一
一
八
四

－

一
二
五
一
以
降
に
没
）、
ま
た
劉
永
年
・
翁
葆
光
・
若
一
子
・
龍
眉
子
と
い
っ
た
系
譜
が
現
れ
る
。

後
世
、
王
重
陽
以
下
の
全
真
教
は
北
宗
、
張
伯
端
以
下
の
一
派
は
南
宗
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ

た
。
全
真
教
は
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
を
生
み
出
し
つ
つ
展
開
し
、
現
在
、
全
真
教
は
、

張
道
陵
の
天
師
道
に
始
ま
る
正
一
道
と
と
も
に
道
教
を
大
き
く
二
分
す
る
勢
力
を
持
つ
。

と
こ
ろ
で
全
真
教
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
河
北
で
誕
生
し
た
劉
徳
仁
（
一
一
二
二

－

一
一
八
〇
）

の
真
大
道
教
お
よ
び
蕭
抱
珍
（
？

－

一
一
六
六
）
の
太
一
道
を
合
わ
せ
、「
新
道
教
」
と
呼
ば
れ

る
。
だ
が
こ
の
「
新
道
教
」
と
い
う
概
念
は
自
明
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
「
新
道
教
」

と
い
う
概
念
は
全
真
教
研
究
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
時
代
の
道
教
研
究
を
大
き
く
規
定
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
後
世
、
全
真
教
で
重
視
さ
れ
る
性
命
双
修
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
の
は
、
一
般
に

先
行
す
る
北
宋
の
張
伯
端
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
で
こ
の
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
と
、
王
重

陽
以
下
の
全
真
教
は
基
本
的
に
互
い
に
独
立
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
張

伯
端
以
下
の
内
丹
道
に
見
え
る
性
命
説
と
、
王
重
陽
以
下
の
全
真
教
に
お
け
る
性
命
説
は
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ
の
一
例
を
と
っ
て
み
て
も
、
全
真
教
を
「
新
道
教
」
と
す
る
こ

れ
ま
で
の
全
真
教
研
究
の
枠
組
み
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。「
新
道
教
」
と
し
て
の
全
真
教
は
、

そ
れ
ま
で
の
道
教
諸
派
、
つ
ま
り
「
旧
道
教
」
と
の
断
絶
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
張
伯
端

以
下
の
内
丹
道
も
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
考
で
は
全
真
教
研
究
の
枠
組
み
、
す

な
わ
ち
全
真
教
を
論
じ
る
際
に
問
題
と
な
る
「
新
道
教
」
の
再
検
討
を
行
い
た
い
。

こ
の
「
新
道
教
」
と
い
う
概
念
を
点
検
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
主
要
な
論
著
を
取
り
上
げ
、

大
ま
か
な
流
れ
を
略
述
す
る
こ
と
で
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
具
体
的
に

は
、
日
中
戦
争
前
後
、
日
本
人
研
究
者
の
常
盤
大
定
、
中
国
の
陳
垣
、
そ
し
て
戦
後
、
ま
た
日

本
の
窪
徳
忠
へ
と
い
う
流
れ
の
中
で
日
中
双
方
の
道
教
研
究
に
お
い
て
全
真
教
が
「
新
道
教
」

と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
問
題
点
を
含
め
て
点
検
す
る
。
ま
た

日
本
と
中
国
双
方
に
お
い
て
、
そ
の
後
こ
の
「
新
道
教
」
が
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
か
を
簡
略
な
が
ら
追
跡
・
補
足
し
、
欧
米
で
の
状
況
も
ふ
ま
え
、
最
終
的
に
全
真
教

研
究
の
枠
組
み
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
全
真
教
研
究
の
枠
組
み
の
確
立

一
、
一

常
盤
大
定
『
支
那
に
お
け
る
仏
教
と
儒
教
道
教
』

ま
ず
日
本
の
道
教
研
究
か
ら
点
検
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

日
本
と
中
国
の
国
交
が
回
復
し
た
一
九
七
二
年
、
酒
井
忠
夫
は
、
日
本
に
お
け
る
明
治
以
降

の
道
教
研
究
を
次
の
三
つ
の
時
期
に
整
理
し
た

（
２
）。

明
治
初
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
一
九
三
〇
年

ま
で
の
黎
明
期
、
満
州
事
変
の
勃
発
し
た
一
九
三
一
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
第
二
期
、
一
九
四
五

年
か
ら
一
九
七
二
年
ま
で
の
第
三
期
で
あ
る
。

酒
井
に
よ
る
と
、
黎
明
期
の
道
教
研
究
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
の
薄
い
道
教
に
対
し
、

皇
學
館
大
学
研
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開
発
推
進
セ
ン
タ
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紀
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儒
仏
二
教
と
の
関
係
を
思
想
史
の
立
場
か
ら
考
究
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
儒
仏
二

教
に
対
し
て
、
道
教
を
一
種
異
端
的
な
も
の
、
好
奇
の
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
と
い
う
側
面
を

も
合
わ
せ
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
後
、
日
本
が
中
国
に
戦

争
に
つ
き
す
す
ん
で
い
く
中
で
、
政
治
的
・
軍
事
的
な
観
点
か
ら
中
国
や
中
国
人
に
対
し
て
よ

り
深
い
理
解
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
そ
れ
ま
で
思
想
的
な
研
究
が
中
心
で

あ
っ
た
道
教
研
究
は
、
満
鉄
調
査
部
や
東
亜
研
究
所
を
中
心
と
し
た
現
地
調
査
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
研
究
が
大
き
な
幅
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
四
五
年
の
終
戦
以
降
の
第
三
期
は
、
道

教
経
典
の
文
献
的
研
究
を
始
め
と
す
る
歴
史
的
研
究
が
強
化
さ
れ
、
道
教
研
究
は
さ
ら
に
促
進

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
砂
山
稔
は
、
日
中
の
国
交
が
正
常

化
し
た
一
九
七
二
年
以
降
を
第
四
期
と
位
置
づ
け
て
い
る

（
３
）。

｢新
道
教
」
と
い
う
概
念
を
点
検
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
日
本
の
道
教

研
究
の
黎
明
期
か
ら
第
二
期
に
か
け
て
で
あ
る
。

明
治
以
降
の
日
本
で
は
、
小
柳
司
気
太
『
道
教
概
論
』（
世
界
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
三
）
で

若
干
、
全
真
教
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
を
除
け
ば

（
４
）、

は
じ
め
て
ま
と
ま
っ
て
全
真
教
を
取
り
上

げ
た
の
は
幸
田
露
伴
（
一
八
六
七

－

一
九
四
七
）
が
最
も
早
い
。
明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
に
か

け
て
活
躍
し
た
作
家
・
学
者
で
あ
る
露
伴
に
は
、
全
真
教
に
関
す
る
「
活
死
人
王
害
風
」（
大

正
十
五
年
四
月
、
一
九
二
五
）
と
い
う
一
文
が
存
在
す
る

（
５
）。

こ
れ
は
金
元
代
に
全
真
教
・
真
大
道

教
・
太
一
教
の
三
教
が
興
っ
た
こ
と
を
記
し
た
後
、
全
真
教
創
教
に
つ
い
て
王
重
陽
か
ら
七
真

ま
で
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
身
も
冒
頭
で
記
す
通
り
、
呂
洞
賓
や
王
重
陽
に
つ
い
て
ほ

と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
当
時
の
日
本
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
ま
さ
に
先
駆

的
な
役
目
を
果
た
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

幸
田
露
伴
に
つ
い
で
本
格
的
に
全
真
教
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
常
盤
大
定
『
支
那
に
お
け
る

仏
教
と
儒
教
道
教
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇
）
で
あ
る
。
常
盤
大
定
（
一
八
七
〇

－

一
九
四
五
）
は
、

宮
城
県
の
真
宗
大
谷
派
の
順
忍
寺
に
生
ま
れ
る

（
６
）。

東
京
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
執
り
、
中
国
大
陸

の
仏
教
史
蹟
を
精
力
的
に
踏
破
し
、
中
国
仏
教
に
関
す
る
研
究
書
を
多
く
著
し
た
。

『支
那
に
お
け
る
仏
教
と
儒
教
道
教
』
の
問
題
関
心
は
仏
教
研
究
に
あ
り
、
そ
の
一
分
野
と

し
て
仏
教
が
儒
教
や
道
教
と
ど
う
関
わ
る
か
と
い
う
三
教
交
渉
史
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ

る
。
本
書
は
前
編
が
「
儒
仏
二
教
交
渉
史
」、
後
編
が
「
道
仏
二
教
交
渉
史
」
に
分
か
れ
、
後

編
の
「
道
教
史
大
観
」
第
四
章
「
教
権
確
立
時
代
（
宋
元
明
前
半
）」
で
全
真
教
が
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
最
終
的
に
は
仏
教
に
関
心
が
あ
る
も
の
の
、
三
教
交
渉
論
的
立
場

か
ら
論
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
儒
道
仏
三
教
が
相
対
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
宋
代
の

禅
宗
の
隆
盛
に
対
し
て
、
儒
教
で
は
朱
子
学
が
、
道
教
で
は
全
真
教
が
、
ま
た
仏
教
内
部
で
も

禅
宗
に
対
し
て
白
雲
菜
な
ど
の
諸
派
が
台
頭
し
た
と
い
う
非
常
に
明
快
な
見
取
り
図
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
常
盤
の
議
論
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

禪
家
の
斯
く
の
如
き
離
敎
背
本
が
、
そ
の
窮
極
に
達
せ
る
結
果
と
し
て
、
こ
ゝ
に
反
動
起

れ
り
。
反
動
に
、
内
外
の
二
面
あ
り
。
内
の
反
動
と
は
、
禪
家
中
に
起
れ
る
も
の
に
し
て
、

白
雲
㗚
・
白
蓮
㗚
の
如
き
運
動
、
こ
れ
な
り
。
外
の
反
動
と
は
、
禪
を
引
入
せ
る
新
道
敎

の
勃
興
、
及
び
禪
を
通
し
て
佛
敎
と
接
觸
せ
る
が
爲
に
大
に
敎
理
的
に
發
展
せ
る
新
儒
敎

の
建
設
、
こ
れ
な
り
。（
六
六
八
頁
）

ま
た
い
う
。

道
敎
は
、
周
濂
溪
に
後
る
ゝ
事
百
年
の
王
重
陽
に
至
つ
て
、
ま
た
佛
敎
に
よ
つ
て
あ
た
ら

し
く
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
同
時
の
朱
子
は
、
新
組
織
に
よ
つ
て
、
佛
敎
に
對
抗
し
、
佛
敎

を
し
て
遜
色
あ
ら
し
む
る
程
の
旗
幟
を
か
ゝ
げ
し
が
、道
敎
は
僅
に
融
合
調
和
に
よ
つ
て
、

新
道
敎
を
成
立
せ
し
め
た
る
の
み
。
…
…
二
三
代
に
亘
つ
て
之
を
繼
紹
す
べ
き
學
㐥
な
か

り
し
が
爲
に
、
遠
か
ら
ず
し
て
ま
た
迷
信
に
後
が
へ
り
せ
り
。
遠
か
ら
ず
し
て
後
が
へ
り

せ
る
所
よ
り
見
る
も
、
不
死
昇
仙
の
迷
信
が
、
如
何
に
强
き
力
を
有
す
る
か
を
知
り
得
べ

し
。
從
つ
て
長
年
月
な
ら
ざ
り
し
に
せ
よ
、
こ
の
迷
信
よ
り
離
脱
せ
る
王
重
陽
の
全
眞
敎

に
、
道
敎
歷
史
中
、
先
づ
指
を
屈
す
べ
き
價
値
を
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。（
七
三
四
頁
）

若
干
補
足
し
つ
つ
整
理
し
て
お
こ
う
。
常
盤
は
禅
宗
に
対
す
る
反
応
と
し
て
仏
教
内
部
で
は
白

雲
菜
・
白
蓮
菜
と
い
っ
た
運
動
が
起
こ
り
、
ま
た
外
部
で
は
朱
子
学
と
全
真
教
が
誕
生
し
た
と

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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い
う
。
た
だ
し
朱
子
学
の
始
ま
り
を
周
敦
頤
（
号
濂
渓
、
一
〇
一
七

－

一
〇
七
三
）
ら
北
宋
五
子

に
求
め
る
の
に
対
し
、
道
教
側
は
そ
れ
に
後
れ
る
こ
と
百
年
、
全
真
教
に
始
ま
る
と
い
う
。
こ

れ
を
常
盤
は
そ
れ
ぞ
れ
「
新
儒
教
」・「
新
道
教
」
と
呼
ぶ
。
全
真
教
に
対
し
て
「
新
道
教
」
と

い
う
呼
称
が
登
場
す
る
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
近

代
の
全
真
教
研
究
に
お
け
る
「
新
道
教
」
と
い
う
概
念
の
始
ま
り
の
一
つ
は
こ
こ
に
求
め
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
全
真
教
が
「
新
道
教
」
た
る
所
以
は
何
か
。
常
盤
は
『
重
陽
立
教
十
五
論
』（
道
蔵
第

九
八
九
冊
）
を
取
り
上
げ

（
７
）、

王
重
陽
の
教
説
が
従
来
の
「
不
死
昇
仙
」
と
い
う
「
迷
信
よ
り
離
脱
」

し
た
点
に
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
王
重
陽
は
旧
来
の
金
丹
術
の
術
語
を
使
い
な
が
ら
も
、
金
丹

を
仏
教
の
法
身
と
見
な
す
な
ど
、
仏
教
哲
理
に
沿
っ
て
解
釈
し
た
点
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
だ
が
元
朝
期
、
陳
致
虚
（
一
二
九
〇

－

？
）
は
、
王
重
陽
か
ら
始
ま
る
全
真
教
の
系
譜
を

張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
系
譜
と
統
合
し
た
。
こ
う
し
て
陳
致
虚
お
よ
び
彼
の
師
で
あ
る
趙
友

欽
の
段
階
で
、
全
真
教
は
ふ
た
た
び
「
不
死
昇
仙
」
の
「
迷
信
に
後
が
へ
り
」
し
た
「
金
丹
宗
」、

す
な
わ
ち
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
伝
統
へ
と
復
帰
し
た
と
い
う
。
常
盤
は
別
の
箇
所
で
そ
れ

を
「
全
眞
敎
の
堕
落
」（
七
〇
〇
頁
）
と
も
表
現
し
て
い
る
。
な
お
陳
致
虚
以
降
の
全
真
教
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
の
「
不
死
昇
仙
」
の
「
迷
信
に
後
が
へ
り
」
し
た
状
態

が
今
に
続
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

な
お
常
盤
大
定
は
、
北
宋
に
活
動
し
た
、
い
わ
ゆ
る
南
宗
初
祖
の
張
伯
端
に
つ
い
て
は
「
仙

佛
一
源
の
旨
を
説
く
」
と
い
う
の
み
で
、
そ
の
取
り
扱
い
は
大
き
く
な
い
。
張
伯
端
は
、
王
重

陽
に
先
立
つ
こ
と
百
年
、
系
統
に
つ
い
て
も
ま
た
異
に
す
る
た
め
、「
之
を
全
眞
敎
に
属
せ
し

む
る
に
當
た
り
、
い
づ
こ
に
其
位
置
を
定
む
べ
き
か
に
つ
き
て
、
異
説
あ
り
」（
六
九
二
頁
）

と
い
い
、
そ
の
位
置
づ
け
は
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。

こ
の
全
真
教
の
勃
興
に
つ
い
て
、
常
盤
大
定
は
、
当
時
の
不
安
な
社
会
情
勢
が
重
要
な
原
因

で
は
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
と
は
別
個
に
宗
教
上
、
内
外
の
二
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
と
い

う
（
七
二
六
頁
）。
す
な
わ
ち
道
教
の
腐
敗
と
い
う
内
因
、
そ
し
て
仏
教
の
形
式
化
と
い
う
外

因
で
あ
る
。
内
因
に
つ
い
て
は
北
宋
、
徽
宗
期
の
徐
知
常
・
林
霊
素
（
？

－

二
一
九
）
ら
に
よ

る
道
教
の
隆
盛
と
そ
の
弊
害
に
あ
る
と
し
、「
敎
義
に
よ
ら
ず
、
道
德
に
よ
ら
ず
、
全
く
儀
禮

と
迷
信
と
に
基
礎
を
置
け
る
も
の
」（
七
二
六
頁
）
と
評
し
て
い
る
。
外
因
と
は
、
白
雲
菜
等

を
生
み
出
す
ま
で
に
到
っ
た
、
教
法
か
ら
離
反
し
た
禅
宗
の
蔓
延
で
あ
る
。

ま
と
め
れ
ば
、
常
盤
は
儒
道
仏
三
教
の
力
動
を
押
さ
え
つ
つ
、
思
想
的
な
方
面
か
ら
、
全
真

教
を
そ
の
立
教
か
ら
ふ
た
た
び
金
丹
宗
へ
の
「
堕
落
」
ま
で
描
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ

で
は
仏
教
を
価
値
判
断
の
基
準
と
し
て
い
る
点
、
ま
た
そ
れ
に
基
い
て
金
丹
宗
を
「
迷
信
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
点
に
つ
い
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
こ
の
背
景
に
は
キ
リ
ス
ト
教
を
基

準
と
し
て
、
仏
教
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
「
宗
教
」
が
自
ら
を
改
革
し
、
そ
れ
に
合
わ
な
い

も
の
を
「
迷
信
」
と
し
て
排
除
し
た
、
い
わ
ば
近
代
化
の
過
程
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
海
外

の
道
教
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
屈
折
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る

（
８
）。

な
お
一
言
補
足
し
て
お
く
と
、
常
盤
大
定
は
け
っ
し
て
思
想
的
な
方
面
か
ら
し
か
全
真
教
に

接
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
上
で
酒
井
忠
夫
は
日
本
の
道
教
研
究
の
黎
明
期
を
一
九
三
〇
年

ま
で
と
し
、
思
想
研
究
が
中
心
だ
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
黎
明
期
最
後
の
年
に
当
た
る
一
九
三
〇

年
に
出
版
さ
れ
た
本
書
に
は
、
宋
徳
方
に
よ
り
開
か
れ
た
、
山
西
省
太
原
の
龍
山
に
あ
る
全
真

教
石
窟
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
後
編
第
四
章
九
）。
こ
れ
は
関
野
貞
と
と
も
に
中
国
各
地
の

仏
教
史
蹟
を
踏
破
し
た
経
験
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
、
道
教
美
術
研
究
の
観
点
か
ら
も
注
意
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る

（
９
）。

ま
た
、
後
編
第
四
章
十
に
収
め
る
「
全
真
教
と
道
院
」
は
、
当
時
の
全

真
教
の
あ
り
方
の
一
事
例
と
し
て
山
東
省
済
南
の
道
院
と
紅
卍
字
会
等
と
の
関
係
を
取
り
上

げ
、
も
と
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
一
月
、『
宗
教
研
究
』（
二
巻
一
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

上
記
の
酒
井
忠
夫
の
分
類
で
い
え
ば
、
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
第
二
期
の
現
地
調
査
研
究
へ
の
移

行
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
で
常
盤
大
定
の
検
討
は
終
る
が
、
こ
こ
で
少
し
終
戦
ま
で
の
日
本
の
全
真
教
研
究
に
つ

い
て
補
足
し
て
お
く
。
こ
の
時
期
の
全
真
教
研
究
と
し
て
は
、
久
保
田
量
遠
『
支
那
儒
道
仏
交

渉
史
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
四
三
）
と
、
吉
岡
義
豊
「
初
期
の
全
真
教
」
が
注
意
さ
れ
る
。
な

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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お
久
保
田
量
遠
お
よ
び
吉
岡
義
豊
は
と
も
に
僧
籍
を
持
つ
。
幸
田
露
伴
を
除
き
、
日
本
の
初
期

の
主
要
な
道
教
研
究
が
仏
教
徒
、
仏
教
研
究
者
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
や
は
り

指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

久
保
田
量
遠
『
支
那
儒
道
仏
交
渉
史
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
四
三
）
は
、
基
本
的
に
常
盤
大

定
の
説
を
襲
い
、
禅
の
隆
盛
に
対
す
る
儒
道
の
反
応
と
し
て
朱
子
学
お
よ
び
全
真
教
が
登
場
し

て
き
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
全
真
教
の
成
立
を
仏
教
の
影
響
で
あ
る
と
す
る
な
ど
か
な
り
単
純

化
し
て
い
る
。

一
方
、
吉
岡
義
豊
（
一
九
一
六

－

七
九
）
は
、
外
務
省
留
学
生
・
真
言
宗
在
外
研
究
生
と
し

て
昭
和
十
四
年
か
ら
七
年
間
に
わ
た
り
中
国
に
留
学
し
た
。
そ
の
間
、
中
国
河
北
各
地
の
民
俗

調
査
に
従
事
し
、『
道
教
小
志
』（
多
田
部
隊
本
部
、
一
九
四
〇
）・『
道
教
の
実
態
』（
興
亜
宗
教
教
会
、

一
九
四
一
）・『
白
雲
観
の
道
教
』（
東
方
民
俗
叢
書
第
二
冊
、
新
民
印
書
館
、
一
九
四
五
）
を
著
し
て

い
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
前
記
二
書
に
は
吉
岡
義
豊
の
自
署
は
な
く
、調
査
報
告
の
形
を
と
る
。

吉
岡
義
豊
の
名
前
で
公
刊
さ
れ
た
『
白
雲
観
の
道
教
』
は
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に

『
道
教
の
研
究
』
と
し
て
法
蔵
館
か
ら
再
版
さ
れ
た
。
吉
岡
自
身
も
真
言
宗
の
僧
籍
を
持
ち
、

ま
た
留
学
中
に
は
常
盤
大
定
に
指
導
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
常
盤
・
久
保
田
の
仏
教
を
中
心

と
す
る
交
渉
史
か
ら
離
れ
、
こ
こ
で
は
道
教
が
単
独
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
な
お
上
述
し
た
と
お

り
、
日
本
の
道
教
研
究
は
第
二
期
、
現
地
調
査
に
傾
く
特
徴
を
持
つ
が
、
本
書
も
や
は
り
そ
の

傾
向
を
共
有
し
て
い
る
。

『道
教
の
実
態
』の「
歴
史
編
」で
も
全
真
教
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は『
白

雲
観
の
道
教
』
所
収
の
「
初
期
の
全
真
教
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
な
お
『
白
雲
観
の
道
教
』
は
、

０
．
序
説
（
道
教
の
理
解
）・
１
．「
白
雲
観
の
概
観
」・
2
．「
白
雲
観
の
起
源
」・
3
．「
初
期

の
全
真
教
」・
４
．「
白
雲
観
晾
経
会
と
祭
神
調
査
記
」・
５
．「
あ
と
が
き
」と
い
う
構
成
に
な
っ

て
い
る
（
章
番
号
は
筆
者
に
よ
る
）。

３
．「
初
期
の
全
真
教
」
で
は
、（
１
）「
新
宗
教
成
立
の
要
因
」
と
し
て
、
全
真
教
を
中
心

に
そ
の
誕
生
の
原
因
を
次
の
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
ず
根
本
的
な
理
由
と
し
て
、
漢
族
に

よ
る
金
へ
の
反
抗
を
挙
げ
（
一
五
三
頁
な
お
以
下
の
ペ
ー
ジ
数
は
一
九
四
五
年
の
初
版
に
よ
る
）、

そ
の
上
で
北
宋
の
過
度
な
崇
道
政
策
に
よ
る
林
霊
素
ら
の
「
官
僚
道
教
」
は
結
局
の
と
こ
ろ
、

帝
室
と
運
命
を
と
も
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
民
衆
の
欲
す
る
も
の
は
「
生
活
に
即
し
た
信

仰
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
乱
世
の
中
で
疲
弊
と
不
安
が
高
ま
る
中
で
、「
官
僚
道
士
」

と
異
な
り
、
民
衆
の
側
に
立
っ
て
活
躍
し
た
の
が
全
真
道
士
だ
っ
た
と
い
う
（
一
五
五
頁
）。

ま
た
会
昌
の
廃
仏
後
、
あ
ら
た
に
中
国
の
仏
教
と
し
て
禅
が
登
場
し
た
。
そ
れ
は
中
国
に
根
ざ

し
て
い
る
が
故
に
儒
道
二
教
に
対
し
て
も
親
和
的
で
あ
り
、
三
教
調
和
の
方
向
が
開
か
れ
、
宋

儒
の
排
仏
や
至
元
年
間
の
仏
道
論
争
な
ど
も
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
新
思
潮
の
下
に
宋
儒
の
性

理
論
が
登
場
し
、
ま
た
全
真
教
・
真
大
道
教
・
太
一
教
と
い
う
「
新
宗
教
」
が
登
場
し
た
と
し

て
い
る

（
10
）。

な
お
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
出
版
さ
れ
た
『
道
教
の
研
究
』
で
は
、
吉

岡
は
「
民
衆
道
教
」
か
ら
「
出
家
道
教
」
へ
と
い
う
二
層
構
造
を
考
え
、「
民
衆
道
教
か
ら
出

家
道
教
へ
の
一
径
路
」
と
し
て
全
真
教
を
取
り
扱
う

（
11
）。

ま
た
常
盤
大
定
と
同
じ
く
、
張
伯
端
の
内
丹
道
と
の
融
合
以
降
、
そ
の
教
説
が
変
化
し
て
い

る
と
し
て
、
両
者
が
融
合
す
る
以
前
を
「
初
期
の
全
真
教
」
と
呼
び
、
王
重
陽
の
創
教
か
ら
馬

丹
陽
の
教
化
ま
で
、
そ
の
事
跡
を
丹
念
に
追
い
か
け
、
教
説
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
斎

醮
に
つ
い
て
は
、
黄
籙
斎
を
た
び
た
び
と
り
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
当
時
の
戦
乱
に
よ
り
混
乱
し

た
北
中
国
に
お
い
て
民
衆
に
と
っ
て
精
神
的
慰
安
を
与
え
、
民
衆
の
心
を
つ
か
む
こ
と
に
最
大

の
効
用
を
発
揮
し
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
特
筆
し
、
全
真
教
に
よ
り
頻
繁
に
行
わ
れ
た
斎
醮
を
表

に
ま
と
め
て
い
る
。
吉
岡
義
豊
は
そ
の
社
会
的
な
功
能
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ

は
窪
徳
忠
に
お
い
て
「
新
道
教
」
の
呪
術
宗
教
的
色
彩
の
払
拭
の
問
題
と
な
っ
て
再
び
登
場
し

て
く
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
こ
で
は
「
初
期
の
全
真
教
」
と
い
う
章
題
か
ら
見
て
取
れ
る
よ

う
に
、
太
一
教
や
真
大
道
教
が
点
検
さ
れ
て
い
な
い
。

実
は
吉
岡
義
豊
は
次
節
で
取
り
上
げ
る
陳
垣
の
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
に
接
し
て
い
る

の
だ
が
、
そ
こ
で
は
す
で
に
戦
火
に
苦
し
む
民
衆
の
中
か
ら
誕
生
し
た
と
い
う
視
点
が
非
常
に

強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
で
は
次
に
中
国
に
お
け
る
全
真
教
研
究
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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一
、
二

陳
垣
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』

吉
岡
義
豊
が
中
国
で
調
査
活
動
に
従
事
し
て
い
た
こ
の
時
期
、
中
国
側
か
ら
も
全
真
教
研
究

に
お
い
て
重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
陳
垣
で
あ
る
。
だ
が
彼
を
取
り

上
げ
る
前
に
、
清
末
に
著
さ
れ
た
陳
銘
珪
の
『
長
春
道
教
源
流
』
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て

お
き
た
い
。
こ
れ
は
常
盤
大
定
な
ど
で
も
参
照
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

陳
銘
珪
、
字
友
珊
、
東
莞
（
今
、
広
東
省
）
の
人
。
も
と
も
と
咸
豊
壬
子
年
（
一
八
五
七
）

の
副
貢
生
で
、
経
学
に
通
じ
て
い
た
が
、
晩
年
に
な
っ
て
入
道
し
、
羅
浮
山
の
酥
醪
観
を
修
復

し
て
住
持
と
な
り
、
酥
醪
洞
主
と
称
し
た
。

光
緒
己
卯
年
（
一
八
七
九
）
の
序
を
持
つ
『
長
春
道
教
源
流
』
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
長
春

真
人
丘
処
機
を
中
心
に
、
師
の
王
重
陽
や
七
真
、
と
り
わ
け
丘
処
機
と
そ
の
門
人
た
ち
を
実
証

的
に
考
証
し
た
先
駆
的
著
作
で
あ
る
。
李
道
謙
『
甘
水
仙
源
録
』
や
多
く
の
碑
文
に
基
づ
く
、

考
証
学
的
な
趣
を
も
つ
こ
の
著
作
は
、
そ
れ
ゆ
え
現
在
で
も
史
料
価
値
は
高
い
。
そ
の
点
で
本

書
は
、
次
に
見
る
陳
垣
の
著
し
た
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
の
ま
さ
に
先
蹤
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
こ
こ
で
丘
処
機
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
彼
が
全
真
教
の

中
で
最
大
の
派
を
誇
る
龍
門
派
の
祖
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
、
や
は
り
教
学
的
な
関
心

が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
陳
銘
珪
は
法
名
を
教
友
と
い
い
、「
教
」
は
龍
門

派
第
十
七
代
の
輩
行
に
当
た
る
。

民
国
政
府
の
成
立
後
、
一
九
二
六
年
に
は
小
柳
司
気
太
『
道
教
概
論
』
が
早
く
も
翻
訳
さ
れ

て
お
り
（
陳
彬
龢
訳
、
国
学
小
叢
書
『
道
教
概
説
』
商
務
印
書
館
、
一
九
二
六
）、
一
九
三
四
年
に
は

許
地
山
『
道
教
史
』
上
冊
（
商
務
院
書
館
、
一
九
三
四
）
お
よ
び
傅
勤
家
『
道
教
史
概
論
』（
商

務
院
書
館
、
一
九
三
四
）
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
吉
岡
義
豊
の
著
作
も
日
本
語
と
は
い
え
、
中

国
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
著
作
の
中
に
あ
っ
て
、
や
は
り
中
国
の
全
真
教
研

究
に
お
い
て
決
定
的
に
重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
は
陳
垣
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

陳
垣
（
一
八
八
〇

－
一
九
七
一
）、
字
援
庵
、
広
東
新
会
の
人

（
12
）。

も
と
西
洋
医
学
を
学
ぶ
が
、

後
に
輔
仁
大
学
・
燕
京
大
学
・
北
京
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
る
。
そ
の
研
究
は
い
わ
ゆ
る
伝
統

的
な
考
証
学
的
方
法
論
に
よ
り
、
歴
史
家
・
教
育
家
と
し
て
名
高
い
。
だ
が
元
朝
期
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
を
論
じ
た
『
元
也
里
可
温
考
』（
一
九
一
七
年
五
月
）
を
始
め
、
中
国
に
伝
来
し
た

仏
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
他
、
ユ
ダ
ヤ
教
・
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
マ
ニ
教
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教

に
つ
い
て
の
論
著
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
教
研
究
者
と
い
う
側
面
も
合
わ
せ
持
つ
と
い

え
よ
う
。
道
教
に
関
す
る
代
表
的
著
作
と
し
て
は
、一
九
四
一
年
の『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』、

そ
し
て
死
後
出
版
さ
れ
た
『
道
家
金
石
略
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
は
、
金
朝
期
に
勃
興
し
た
太
一
道
・
真
大
道
・
全
真
道
の
三
派

の
活
動
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、
当
時
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
道
教
の
石
刻
史
料
集

『
道
家
金
石
略
』
の
成
果
に
基
づ
く
実
証
的
な
論
著
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
四
一

年
七
月
脱
稿
と
い
う
脱
稿
の
時
期
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
本
著
が
実
は
い
わ
ゆ
る
抵
抗
史
観
を

根
底
に
持
っ
て
い
る
こ
と
に
我
々
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る

（
13
）。

本
書
が
著
さ
れ
た
経
緯
に
つ

い
て
は
、
一
九
六
二
年
に
中
華
書
局
か
ら
単
行
本
と
し
て
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
が
出
版

さ
れ
た
際
、
記
さ
れ
た
後
記
に
詳
し
い
。
こ
れ
は
一
九
五
七
年
七
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

（
原
漢
文
。
改
行
は
筆
者
に
よ
る
）。

本
書
は
、『
明
季
滇
黔
仏
教
考
』
に
引
き
続
い
て
著
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
材
料
は

三
十
年
前
か
ら
す
で
に
用
意
し
て
い
た
。
一
九
二
三
、
二
四
年
に
か
け
、
筆
者
は
道
教
に

関
す
る
碑
文
千
通
以
上
を
漢
か
ら
明
ま
で
王
朝
ご
と
に
ま
と
め
、『
道
家
金
石
略
』
百
巻

を
編
集
し
、
道
教
の
史
料
の
一
部
と
し
て
な
が
ら
く
し
ま
い
込
ん
で
い
た
。

盧
溝
橋
事
変
が
勃
発
し
て
以
来
、
河
北
各
地
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
陥
落
し
た
。
筆
者
も
ま
た

こ
と
ご
と
く
迫
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
宋
金
時
代
お
よ
び
宋
元
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て

感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
道
家
者
流
の
も
の
た
ち
は
み
な

節
を
守
っ
て
他
の
王
朝
に
仕
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
遺
民
な
の
だ
、
ど
う
し
て
道
教
だ
と

い
う
こ
と
だ
け
で
お
ろ
そ
か
に
し
て
よ
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
。
そ
こ
で
気
力
を
奮
い

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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起
こ
し
て
本
書
を
著
し
、
不
明
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
書
を
書
く
に
あ

た
っ
て
は
、
以
前
に
渉
猟
し
た
金
・
元
二
代
の
道
教
碑
文
は
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
で
、
一

た
び
そ
れ
を
開
く
や
材
料
は
あ
ら
か
た
揃
う
こ
と
と
な
っ
た
。

彼
ら
が
称
賛
す
る
に
値
す
る
理
由
と
は
、
消
極
的
な
要
素
で
は
敵
に
甘
ん
じ
て
仕
え
な

い
と
い
う
節
を
貫
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
積
極
的
な
要
素
と
し
て
は
、
人
々
へ
の
救
済
活

動
を
行
っ
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
こ
と
に
明
末
の
遺
民
が
禅
宗
へ
と
逃
げ
こ
ん
だ
の

と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
本
書
が
刊
行
後
ま
も
な
く
売
り
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

今
、
宋
・
金
・
元
史
を
研
究
す
る
者
た
ち
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
再
版
し
て
各
位
の
ご

叱
正
を
た
ま
わ
る
こ
と
と
し
た
。（
一
五
四
頁
）

こ
こ
で
い
わ
れ
る
『
明
季
滇
黔
仏
教
考
』
は
一
九
四
〇
年
三
月
に
完
成
、
そ
の
年
の
八
月
に
『
輔

仁
大
学
叢
書
』
第
六
種
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
末
清
初
、
雲
南
省
・
貴
州
省
で
隆
盛

し
た
仏
教
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、
清
朝
に
従
う
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
明
朝
の
「
遺

民
」
た
ち
が
禅
宗
の
中
へ
と
身
を
投
じ
た
こ
と
を
記
す
。

と
こ
ろ
で
上
で
陳
垣
は
『
明
季
滇
黔
仏
教
考
』
に
続
い
て
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
を
著

し
た
と
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
間
に
彼
は
も
う
一
冊
著
作
を
書
き
上
げ
て
い
る
。『
清
初
僧

諍
記
』
で
あ
る
。『
清
初
僧
諍
記
』
は
一
九
四
一
年
一
月
に
脱
稿
、
同
年
『
輔
仁
学
志
』
第
九

巻
第
二
期
に
掲
載
さ
れ
た
。
内
容
は
『
明
季
滇
黔
仏
教
考
』
に
続
き
、
明
末
清
初
期
に
お
け
る

臨
済
宗
や
曹
洞
宗
や
天
童
派
な
ど
禅
宗
の
宗
派
の
新
旧
両
勢
力
の
確
執
を
取
り
あ
つ
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
日
本
で
も
荒
木
見
悟
ら
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
、
一
九
八
九
年
、
野
口
善

敬
に
よ
り
翻
訳
・
刊
行
さ
れ
た
。

こ
こ
で
我
々
が
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
『
明
季
滇
黔
仏
教
考
』
が
や
は
り

抗
日
戦
争
の
さ
な
か
に
著
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
14
）。

ま
た
一
九
六
二
年
に
再
版
さ
れ
た

『
清
初
僧
諍
記
』
後
記
に
も
、
北
平
（
北
京
）・
天
津
が
陥
落
し
た
一
九
四
一
年
、「
漢
奸
」
た

ち
が
「
渡
海
朝
拝
」
し
、
帰
国
後
、
そ
れ
を
郷
里
で
鼻
に
か
け
て
喧
伝
し
て
い
る
状
況
を
ふ
ま

え
て
書
か
れ
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
汪
精
衛
政
権
が
前
年
に
成
立
し
、
日
本
と
連
絡
を
と
っ
て

い
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る

（
15
）。

つ
ま
り
『
明
季
滇
黔
仏
教
考
』
で
は
節
を
曲
げ
な
か
っ
た
明
の
「
遺
民
」
に
つ
い
て
、
ま
た

そ
れ
と
は
対
照
的
に
『
清
初
僧
諍
記
』
で
は
満
州
族
に
よ
る
清
朝
に
お
も
ね
る
仏
教
界
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
扱
う
。
こ
の
背
景
に
は
戦
局
が
緊
迫
す
る
当
時
の
政
治
状
況
が
色
濃
く
影

を
落
と
し
て
い
る
。『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
は
、
こ
れ
ら
二
書
に
引
き
続
い
て
一
九
四
一

年
七
月
に
完
成
し
、
同
年
十
二
月
に
『
輔
仁
大
学
叢
書
』
第
八
種
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
本
書

と
上
記
の
計
三
冊
は
「
宗
教
三
書
」
と
呼
ば
れ
る
。

上
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
蘆
溝
橋
事
件
が
起
き
、
日
中
戦
争
が
始

ま
っ
て
以
来
、
河
北
は
戦
火
に
ま
み
れ
た
。
自
身
も
被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
陳
垣
が
、
金
か
ら

元
に
か
け
て
や
は
り
戦
火
の
絶
え
な
か
っ
た
河
北
に
そ
の
情
景
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
し
て
も
無

理
は
な
い
。
仏
教
と
道
教
、
ま
た
時
代
の
違
い
は
あ
れ
、
こ
う
し
て
こ
こ
で
「
こ
の
い
わ
ゆ
る

道
家
者
流
の
も
の
た
ち
は
み
な
節
を
守
っ
て
他
の
王
朝
に
仕
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
遺
民
な
の

だ
」
と
し
て
、
新
た
に
勃
興
し
て
き
た
全
真
教
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
が
清
廉
な
姿
で
描
か
れ

る
こ
と
と
な
る
。

も
っ
と
も
陳
垣
の
こ
れ
ら
の
書
の
背
後
に
抵
抗
史
観
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
す
ぐ

さ
ま
事
実
が
歪
曲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
野
口
善

敬
が
『
清
初
僧
諍
記
』
の
訳
注
で
指
摘
す
る
よ
う
に

（
16
）、

明
清
期
の
中
国
仏
教
の
研
究
は
従
来
十

分
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
ず
、
同
時
代
の
禅
宗
研
究
に
つ
い
て
も
い
わ
ゆ
る
「
禅
道
変

衰
の
代
」（
忽
滑
谷
快
天
『
禅
学
思
想
史
』
巻
下
）
と
い
わ
れ
、
研
究
者
の
興
味
を
あ
ま
り
引
い

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、『
清
初
僧
諍
記
』
は
教
学
を
離
れ
た
歴
史
研
究
の
観
点
か
ら
、

広
範
な
資
料
を
駆
使
し
て
客
観
的
に
当
時
の
仏
教
界
の
状
況
を
整
理
し
た
優
れ
た
研
究
と
さ
れ

る
。
同
様
に
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
の
元
と
な
っ
た
『
道
家
金
石
略
』
を
超
え
る
道
教
関

連
の
石
刻
資
料
は
現
在
に
至
る
ま
で
現
れ
て
い
な
い

（
17
）。

本
書
は
広
範
な
資
料
を
駆
使
し
た
研
究

と
し
て
現
在
で
も
遜
色
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
資
料
の
豊
富
さ
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、

現
在
で
も
こ
れ
を
し
の
ぐ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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し
か
し
、そ
れ
で
も
や
は
り
本
書
が
色
濃
く
抵
抗
史
観
に
彩
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

例
え
ば
陳
垣
は
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

右
の
三
篇
四
巻
二
十
三
章
、
全
七
万
余
言
は
、
金
・
元
時
代
に
お
け
る
全
真
教
・
大
道
教
・

太
一
教
の
三
教
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
南
宋
初
」
と
関
連
さ
せ
る
の

は
な
ぜ
か
。
す
な
わ
ち
、
三
人
の
教
祖
は
全
員
、
北
宋
に
生
ま
れ
、
宋
の
南
遷
後
に
教
え

を
打
ち
立
て
、
忠
義
心
か
ら
金
に
仕
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
宋
に
関
連
さ
せ
た
の
は
彼

ら
の
思
い
に
従
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（「
目
録
」
三
頁
）

陳
垣
は
続
け
て
い
う
。
靖
康
の
乱
に
よ
り
河
北
の
学
舎
は
荒
廃
し
、
士
人
は
流
散
し
、
残
っ
た

も
の
た
ち
も
結
局
の
と
こ
ろ
新
王
朝
に
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
全
真
教
・
大
道
教
・

太
一
教
の
教
祖
た
ち
は
新
た
な
教
え
を
開
い
た
。
こ
れ
は
明
末
の
禅
者
た
ち
と
同
様
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の
道
教
と
は
異
な
る
。
儒
門
に
収
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
道
家
に
流
れ
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
も
と
も
と
北
宋
の
遺
民
で
あ
る
が
、
記
録
の
上
で
は
無
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
元
朝
期
に
は
南
宋
の
遺
民
が
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
金
朝
期
に
北
宋
の
遺
民
が

い
な
い
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
（「
目
録
」
三

－

四
頁
）。

陳
銘
珪
は
王
重
陽
を
北
宋
の
「
遺
民
」
と
す
る
が

（
18
）、

陳
垣
は
、
陳
銘
珪
『
長
春
道
教
源
流
』

を
継
い
で
「
新
道
教
」
三
教
団
す
べ
て
が
「
遺
民
」
た
ち
に
よ
り
成
立
し
た
と
す
る
。
確
か
に

全
真
教
の
王
重
陽
は
北
宋
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
に
生
ま
れ
、
真
大
道
教
の
劉
徳
仁
は
宣
和

四
年
（
一
一
二
二
）
に
生
ま
れ
て
い
る
。
太
一
教
の
蕭
抱
珍
の
生
年
は
不
明
だ
が
、
陳
垣
は
北

宋
末
と
推
測
す
る
。
こ
う
し
て
本
書
は
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
あ
く

ま
で
正
統
な
の
は
宋
王
朝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
中
で
冒
頭
に
お
か
れ
、
最
も
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
の
が
全
真
教
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

全
真
教
徒
た
ち
の
権
勢
に
こ
び
ず
、
宋
へ
の
忠
義
を
貫
き
、
苦
労
を
い
と
わ
ぬ
そ
の
高
潔
な
行

い
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
丘
処
機
は
西
遊
し
て
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
に
会
い
、そ
の
時
い
わ
ゆ
る「
止

殺
の
一
言
」
が
嘉
納
さ
れ
た
た
め
全
真
教
は
大
い
に
教
勢
を
伸
ば
す
。
こ
れ
に
対
し
て
元
好
問

（
一
一
九
〇

－

一
二
五
七
）
は
丘
処
機
を
五
代
の
政
治
家
、
馮
道
（
八
八
二

－

九
五
四
）
に
比
し
、

風
刺
し
て
い
る
が
、
陳
垣
は
馮
道
が
自
身
の
保
身
に
走
っ
た
の
対
し
、
丘
処
機
の
行
い
は
富
貴

や
保
身
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
と
し
、
全
真
教
は
「
遺
民
た
ち
の
淵
薮
」（
十
四
頁
）
で
あ
っ

た
の
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

し
か
し
、
や
が
て
全
真
教
団
は
変
化
す
る
。
陳
垣
は
全
真
教
団
に
よ
る
『
道
蔵
』
の
編
集
や
、

仏
教
教
団
と
の
論
争
な
ど
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、「
末
流
之
貴
盛
」（
巻
二
第

十
一
）
に
お
い
て
全
真
教
の
変
化
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
教
団
が
政
治
権
力
と
結

び
つ
く
こ
と
に
よ
り
奢
侈
に
な
っ
て
い
く
様
子
が
、
第
十
三
代
掌
教
の
孫
徳
彧
が
祈
雨
に
よ
り

権
門
に
取
り
入
る
様
を
例
に
描
か
れ
る
。
そ
れ
ま
で
こ
う
し
た
「
巫
祝
之
術
」
に
よ
り
権
門
に

出
入
り
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
全
真
教
は
こ
こ
に
い
た
っ
て
「
已
に
そ
の
本
色
を
失
へ
り
」

（
七
一
頁
）
と
し
て
、
陳
垣
は
基
本
的
に
そ
れ
以
上
全
真
教
に
つ
い
て
述
べ
な
い
。
陳
垣
が
注

目
す
る
の
は
あ
く
ま
で
全
真
教
の
権
力
と
の
距
離
や
清
新
さ
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
全
真

教
の
変
化
の
原
因
に
つ
い
て
、
常
盤
大
定
と
は
違
い
、
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
と
の
融
合
に
伴

う
思
想
的
変
化
な
ど
は
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
書
が
全
真
教
・
真
大
道
教
・
太
一
教
を
併
置
す
る
の
は
、
基
本
的
に
『
元
史
』

釈
老
伝
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
思
想
的
な
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
陳
垣
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
太
一
教
の
教
説
は
巫
祝
を
中
心
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
全
真
教
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
す
る
。
こ
こ
で
比
較
の
た
め
に
常
盤
大
定
を
見
て
み

る
な
ら
ば
、
真
大
道
教
・
太
一
教
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
取
り
扱
い
は

極
め
て
小
さ
い
（「
三
、
道
教
諸
派
」、
七
〇
三
頁
）。
ま
た
陳
垣
の
よ
う
に
単
に
『
元
史
』
に
よ

る
の
で
は
な
く
、
元
・
陳
采
『
清
微
仙
譜
』（
道
蔵
第
七
五
冊
）
や
明
・
張
宇
初
『
道
門
十
規
』（
道

蔵
第
九
八
八
冊
）
な
ど
に
よ
り
、
当
時
の
道
教
諸
派
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢

に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
る
。
結
局
、
陳
垣
の
力
点
は
社
会
的
な
側
面
に
あ
る
の
で
あ
り
、
常
盤

大
定
の
よ
う
な
思
想
的
な
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
戦
前
に
お
け
る
日
本
の
道
教
研
究
は
、
日
本
に
基
本
的
に
伝
来
し

な
か
っ
た
道
教
に
対
し
、
異
文
化
理
解
の
一
端
と
し
て
接
近
し
、
や
が
て
そ
こ
に
日
本
の
大
陸

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）

― 72―



へ
の
進
攻
と
い
う
社
会
情
勢
が
影
を
落
と
し
て
い
く
。
日
本
と
中
国
の
全
真
教
研
究
の
始
ま
り

に
お
い
て
、
か
た
や
列
強
に
よ
る
現
地
調
査
と
い
う
色
彩
を
帯
び
、
か
た
や
列
強
へ
の
抵
抗
と

い
う
背
景
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
は
記
憶
し
て
お
い
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
、
三

窪
徳
忠
『
中
国
の
宗
教
改
革

全
真
教
の
成
立
』

こ
う
し
た
経
緯
を
ふ
ま
え
、
戦
後
、
窪
徳
忠
『
中
国
の
宗
教
改
革

全
真
教
の
成
立
』（
法

蔵
館
、
一
九
六
七
）
が
登
場
す
る
。

窪
徳
忠
（
一
九
一
三

－

二
〇
一
〇
）
の
全
真
教
に
対
す
る
関
心
は
早
い
。
戦
中
に
書
か
れ
た

「
金
・
元
時
代
に
於
け
る
道
教
の
概
説
」（『
北
亜
細
亜
学
報
』
第
二
輯
、
一
九
四
三
）
は
、
吉
岡
義

豊
の
「
初
期
の
全
真
教
」（
一
九
四
五
）
に
先
立
つ
も
の
で
、
北
宋
期
の
道
教
の
腐
敗
し
た
様

子
を
概
観
し
、
そ
う
し
た
中
か
ら
登
場
し
て
く
る
金
・
元
代
の
真
大
道
教
・
太
一
道
・
正
一
道
・

茅
山
派
の
諸
派
を
あ
つ
か
う
。
こ
こ
で
は
全
真
教
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
み
ず
か
ら

序
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
全
真
教
研
究
の
一
つ
の
序
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、
断
続
的
に

発
表
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
全
真
教
に
関
す
る
論
文
を
踏
ま
え
、『
中
国
の
宗
教
改
革

全
真
教

の
成
立
』（
法
蔵
館
、
一
九
六
七
）
が
上
梓
さ
れ
る
。

本
書
は
、
ま
ず
旧
来
の
道
教
史
に
つ
い
て
、
天
師
道
教
団
の
成
立
か
ら
北
宋
期
の
崇
道
政
策

と
そ
の
弊
害
に
い
た
る
ま
で
を
簡
略
に
述
べ
た
後
、
金
と
の
戦
争
や
北
宋
の
滅
亡
に
よ
る
河
北

平
原
の
社
会
的
な
混
乱
の
中
か
ら
全
真
教
・
真
大
道
教
・
太
一
教
の
三
つ
の
教
団
が
登
場
し
て

く
る
様
を
描
く
。
窪
徳
忠
は
こ
れ
ら
三
教
団
を
「
革
新
派
」
と
呼
び
、
ま
た
「
新
道
教
」
と
も

呼
ん
で
い
る
。

書
名
の
「
中
国
の
宗
教
改
革
」
は
、
も
ち
ろ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
改
革
お
よ
び
Ｍ
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
宗
教
社
会
学
理
論
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
世
は
、
中
世
封
建
社
会

に
対
し
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
お
よ
び
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
に

よ
る
免
罪
符
事
件
に
端
を
発
す
る
宗
教
改
革
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
生
み
だ
し
、
や
が
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
カ
ト
リ
ッ
ク
と
二
分
す
る
よ
う
に
な
る
。
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
の
精
神
が
近
代
的
資
本
主
義
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
見
る
。

一
方
、
窪
徳
忠
は
、
中
国
史
に
お
け
る
時
代
区
分
論
で
宋
代
以
降
を
近
世
と
す
る
説
が
あ
る

こ
と
か
ら
、「
新
道
教
」
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
改
革
に
比
す
る
。
例
え
ば
免
罪
符
を
販
売
し

て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
会
と
同
様
、
天
師
道
な
ど
の
「
旧
道
教
」
は
、
符
呪
に
よ
る
不
老
長
生
や

現
世
利
益
を
中
心
と
す
る
呪
術
宗
教
的
な
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
世
俗
化
し
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、「
新
道
教
」
は
そ
う
し
た
不
老
長
生
や
現
世
利
益
を
説
く
こ
と
な
く
、
人
々
の
精
神

的
な
苦
悩
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
そ
の
内
、
三
教
同
源
を
説
く
全
真

教
は
「
自
己
を
仏
性
の
も
の
と
見
る
大
乗
仏
教
の
考
え
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
」（
一
九
九
頁
）

と
い
う
。
ま
た
同
じ
用
語
を
用
い
つ
つ
も
、
神
仙
説
や
金
丹
道
を
排
除
し
た
こ
と
は
「
旧
道
教
」

の
内
面
化
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
の
脱
皮
で
あ
り
、
宗
教
の
世
俗
化
へ
の
反
撥
で
あ
り
、
ま
た
呪

術
宗
教
的
色
彩
の
払
拭
と
い
う
傾
向
に
も
繋
が
る
も
の
と
高
く
評
価
す
る
。
だ
が
窪
徳
忠
は
み

ず
か
ら
反
問
す
る
。「
こ
れ
ら
の
教
団
の
成
立
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
ル
タ
ー
な
ど
の
宗
教
改

革
運
動
と
対
置
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
」（
一
九
九
頁
）。

宋
以
降
を
近
世
と
見
る
時
代
区
分
論
は
、
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六

－

一
九
三
四
）
に
よ
り
提

唱
さ
れ
、
戦
後
、
宮
崎
市
定
（
一
九
〇
一

－

一
九
九
五
）
ら
に
よ
り
発
展
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
京
大
学
派
に
対
し
、
一
九
四
八
年
、
東
京
大
学
の
前
田
直
典

（
一
九
一
五

－

一
九
四
九
）
は
こ
れ
を
批
判
し
、
宋
代
以
降
を
中
世
と
し
た

（
19
）。

こ
の
説
を
踏
ま
え
、

も
し
宋
代
以
降
を
近
世
で
は
な
く
中
世
と
す
る
な
ら
ば
、
確
か
に
全
真
教
を
は
じ
め
と
す
る

「
新
道
教
」
三
教
団
に
は
、
や
は
り
そ
れ
を
裏
書
す
る
要
素
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
と
窪
徳
忠

は
い
う
。

例
え
ば
吉
岡
義
豊
は
、
全
真
教
で
度
々
行
わ
れ
た
斎
醮
が
戦
災
に
苦
し
む
民
衆
の
慰
安
と

な
っ
た
と
し
て
そ
の
社
会
的
な
功
能
を
重
視
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
窪
徳
忠
は
呪
術
宗
教

的
色
彩
の
払
拭
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
こ
の
斎
醮
が
「
旧
道
教
」
と
同
様
、
引
き
続
い
て
行
わ

れ
て
い
た
点
を
問
題
視
す
る
。
ま
た
「
新
道
教
」
が
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
よ
う
な
職
業
倫

理
な
ど
を
形
成
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
点
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
改
革
運
動
は
現
在
で

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
存
続
す
る
が
、
中
国
で
は
「
新
道
教
」
の
内
、
太
一
・
真
大
道
は

中
絶
、
全
真
教
団
も
当
初
の
あ
り
方
か
ら
後
退
し
、
形
骸
を
と
ど
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
点
な

ど
、
そ
の
相
違
は
甚
だ
し
い
と
す
る
。
結
局
、
窪
徳
忠
は
書
名
で
用
い
た
「
中
国
の
宗
教
改
革
」

と
い
う
の
は
、「
道
教
史
上
の
大
き
な
改
革
と
い
う
い
み
で
あ
っ
て
、
宗
教
改
革
運
動
と
対
置

す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
」（
二
〇
二
頁
）
い
と
断
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
新
道
教
」
は
「
旧
中

国
の
人
々
の
宗
教
意
識
を
如
実
に
反
映
し
て
」
お
り
、「
呪
術
性
の
払
拭
が
不
徹
底
に
終
っ
た

こ
と
は
、
あ
る
い
は
道
教
の
宿
命
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
」（
二
〇
三
頁
）
と
述
べ
、
本

書
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
な
れ
ば
「
新
道
教
」
の
革
新
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

窪
徳
忠
は
金
朝
や
そ
の
傀
儡
政
権
で
あ
っ
た
斉
へ
の
王
重
陽
の
応
試
の
実
態
を
検
証
し
、
王

重
陽
を
北
宋
の
「
遺
民
」
で
あ
っ
た
と
い
う
陳
銘
珪
や
陳
垣
の
見
方
を
否
定
す
る
（
八
五

－

八
六
頁
）。
窪
は
王
重
陽
に
よ
る
全
真
教
の
創
建
を
彼
の
宗
教
的
あ
り
方
そ
の
も
の
に
求
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
窪
は
全
真
教
・
真
大
道
教
・
太
一
教
の
三
教
団
を
併
置
し
、
そ
れ
ら

「
新
道
教
」
が
北
宋
・
金
交
代
期
の
社
会
的
背
景
の
中
か
ら
登
場
し
た
と
見
て
い
る
こ
と
か
ら

み
て
、
広
い
意
味
で
や
は
り
陳
垣
の
枠
組
み
を
襲
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
窪
徳
忠
の
特
色
は
単
に
社
会
面
か
ら
三
教
団
の
活
動
を
叙
述
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

陳
垣
と
異
な
り
、
そ
の
思
想
面
を
も
同
時
に
積
極
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
全
真
教
が
禅
宗
の
影
響
を
受
け
、
金
丹
道
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
こ

と
や
、
ま
た
呪
術
宗
教
的
色
彩
の
払
拭
と
い
う
傾
向
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
や
が
て
元
・

陳
致
虚
の
段
階
で
金
丹
道
と
合
流
し
て
以
降
、
ふ
た
た
び
呪
術
宗
教
的
な
傾
向
を
強
め
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に
常
盤
大
定
の
見
取
り
図
を
忠
実
に
襲
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
こ
の
二
つ
は
矛
盾
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
が
は
っ
き
り
す
る
の
が
、
以
下
の
太
一
教
に
関

す
る
部
分
で
あ
る
。

ま
ず
窪
徳
忠
は
、「
天
師
道
な
ど
の
旧
道
教
で
は
、
符
や
呪
い
を
重
視
し
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
金
代
の
河
北
地
方
に
お
こ
っ
た
真
大
道
・
全
真
の
両
教
団
は
、
後
に
説
く
よ
う
に
、

符
や
呪
い
を
排
斥
し
て
、
全
く
使
用
し
な
か
っ
た
」（
五
五
頁
）
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
窪
は
、
陳
垣
が
太
一
教
は
「『
老
子
』
の
学
を
も
っ
て
身
を
お
さ
め
、
巫
祝
の
術
を
も
っ
て

世
を
わ
た
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、あ
る
い
み
で
は
正
し
い
観
察
だ
と
い
え
る
」（
五
五
頁
）

と
い
う
。
こ
の
矛
盾
に
対
し
て
、
窪
徳
忠
は
資
料
が
少
な
い
と
し
つ
つ
も
、
太
一
教
は
戒
律
が

存
在
し
、
金
丹
や
尸
解
に
つ
い
て
触
れ
ず
、
導
引
・
房
中
な
ど
に
つ
い
て
勧
め
た
形
跡
が
な
い

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

太
一
教
は
、
他
の
二
教
団
と
同
じ
く
、
当
時
の
社
会
と
人
々
と
を
救
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
実
践
の
手
段
と
し
て
、
従
来
の
道
教
が
重
視
し
て
い
た
符
の
持

つ
呪
力
を
使
う
の
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
呪
術
性
の
排
除
と

い
う
点
で
は
、
他
の
二
教
団
に
劣
る
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
陳
垣
氏
の
い
わ
ゆ

る
「
巫
祝
の
術
」、
い
い
か
え
れ
ば
、
従
来
の
道
教
と
全
く
同
じ
内
容
と
性
格
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
こ
の
派
は
も
っ
と
も
旧
道
教

に
近
い
性
格
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、旧
道
教
に
く
ら
べ
れ
ば
、か
な
り
の
ち
が
い
が
あ
っ

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。（
五
六

－

五
七
頁
）

し
か
し
、
や
は
り
こ
れ
は
な
か
な
か
厳
し
い
論
理
だ
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
陳
垣
の
議
論
と
較
べ
て
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、「
呪
術
性
の
排
除
」
が
あ
ら
た
に
そ

の
革
新
性
、
つ
ま
り
「
新
道
教
」
の
要
素
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
陳

垣
の
場
合
は
民
衆
の
救
済
を
行
っ
た
と
い
う
観
点
か
ら
河
北
の
「
新
道
教
」
に
つ
い
て
取
り
上

げ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
窪
で
は
「
旧
道
教
」
と
の
思
想
的
な
非
連
続
性
に
ま
で
説
明
を
施
そ

う
と
し
て
い
る
た
め
、
無
理
が
生
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
そ
れ
は

そ
の
思
想
性
か
ら
他
の
二
教
団
か
ら
分
け
て
全
真
教
の
み
を
「
新
道
教
」
と
評
価
し
て
い
た
常

盤
大
定
と
、
そ
の
社
会
性
に
焦
点
を
当
て
て
三
教
団
を
「
新
道
教
」
と
見
な
す
陳
垣
と
の
差
異

に
帰
着
す
る
と
い
え
よ
う

（
20
）。

問
題
は
「
新
道
教
」
は
本
当
に
「
旧
道
教
」
に
く
ら
べ
て
「
か
な
り
の
ち
が
い
が
あ
っ
た
」

の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
窪
徳
忠
は
全
真
教
の
登
場
は
Ｍ
・

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
よ
う
な
心
性
の
変
化
を
伴
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
で
は
「
新
道
教
」
の
登

場
の
理
由
は
ど
こ
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

窪
徳
忠
は
全
真
教
で
は
「
呪
術
性
の
払
拭
が
不
徹
底
に
終
」
っ
て
お
り
、
現
在
の
全
真
教
は

当
時
の
あ
り
さ
ま
か
ら
変
化
し
形
骸
を
と
ど
め
る
の
み
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
上
で
常
盤

が
は
っ
き
り
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
張
伯
端
に
つ
い
て
も
、
全
真
教
変
容
の
原
因
と
な
っ
た
金

丹
道
の
祖
師
で
あ
る
と
し
て
そ
の
断
絶
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道

は
本
当
に
単
な
る
不
老
長
生
目
指
す
呪
術
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
ま
た
窪
徳
忠
は
形
骸
化
し
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、
そ

れ
で
も
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
全
真
教
と
、
や
が
て
消
滅
し
て
し
ま
う
真
大
道
教
や
太
一
教

を
「
新
道
教
」
と
し
て
同
一
視
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
我
々
に
「
新
道
教
」
と
い
う
枠
組
み
自
体
を
改
め
て
問
い
直
す
必
要
を
迫

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
み
ず
か
ら
取
り
下
げ
た
と
は
い
え
、
窪
徳
忠
が
、
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
念
頭
に
お
い

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
改
革
と
「
新
道
教
」
を
比
較
し
て
い
る
こ
と
に
絡
ん
で
、
我
々
は
次
の

二
点
に
つ
い
て
も
う
一
度
問
題
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
呪
術
宗
教
的
色
彩
の
払
拭

と
い
う
点
か
ら
み
て
、
全
真
教
団
で
は
引
き
続
き
斎
醮
が
な
さ
れ
て
い
た
問
題
を
ど
う
考
え
る

か
、
そ
し
て
仏
教
の
影
響
に
よ
り
「
新
道
教
」、
特
に
全
真
教
が
精
神
的
な
苦
悩
の
救
済
を
目

的
と
し
た
と
さ
れ
る
点
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
二
点
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
の
問
題
だ
が
、
確
か
に
王
重
陽
以
下
、
七
真
（
孫
不
二
を
除
く
）
は
た
び
た
び
斎

醮
を
行
っ
て
い
る
。
吉
岡
義
豊
一
九
四
五
の
表
（
二
〇
五

－

二
〇
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
七
真
に

よ
る
斎
醮
は
五
十
六
回
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
世
俗
権
力
と
も
関
係
し
て
い
る
。
例
え

ば
三
籙
斎
の
一
つ
で
あ
る
金
籙
斎
は
天
災
を
除
き
、
国
家
の
安
泰
を
祈
る
儀
式
で
、
帝
王
に
よ

り
執
り
行
わ
れ
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

全
真
教
団
が
政
治
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
の
は
、
王
処
一
が
大
定
二
十
七
年
（
一
一
八
七
）

に
、
ま
た
翌
年
、
丘
処
機
が
金
の
世
宗
に
召
さ
れ
た
頃
に
始
ま
る
。
蜂
屋
邦
夫
一
九
九
八
に
よ

り
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
と
、
大
定
二
十
八
年
（
一
一
八
八
）
三
月
の
万
春
節
に
王
と
丘
は
と

も
に
醮
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
章
宗
が
即
位
す
る
と
し
ば
ら
く
は
「
全
真
及
び
五
行

毘
盧
を
禁
罷
し
」（『
金
史
』
章
宗
本
紀
）、
道
仏
へ
の
統
制
が
強
化
さ
れ
る
。
し
か
し
承
安
二
年

（
一
一
九
七
）
に
な
る
と
王
処
一
と
劉
長
生
は
章
宗
か
ら
ふ
た
た
び
召
命
を
受
け
て
お
り
、
泰

和
元
年
（
一
二
〇
一
）
お
よ
び
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
詔
に
よ
り
王
処
一
は
普
天
大
醮
を
行
っ

て
い
る
。
普
天
大
醮
と
は
金
籙
斎
を
指
す
。

上
述
の
通
り
、
窪
徳
忠
は
呪
術
宗
教
的
色
彩
の
払
拭
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
斎
醮
が
「
旧
道

教
」
と
同
様
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
て
い
た
点
を
問
題
視
す
る
。
し
か
し
我
々
が
注
意
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
は
な
に
も
全
真
教
に
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
阿

部
肇
一
一
九
八
四
に
よ
れ
ば
、
仏
教
側
で
も
万
松
行
秀
が
明
昌
四
年
（
一
一
九
三
）
に
章
宗
に

招
請
さ
れ
普
度
会
を
行
っ
て
以
来
、
毎
年
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
普
度
斎
は
盂
蘭
盆

会
・
施
餓
鬼
会
な
ど
を
指
す
。
万
松
行
秀
（
一
一
六
六

－

一
二
四
六
）
は
河
北
の
地
に
あ
っ
て
曹

洞
宗
の
興
隆
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
門
下
に
は
元
初
の
重
臣
耶
律
楚
材

（
一
一
九
〇

－

一
二
四
三
）
が
お
り
、
や
が
て
全
真
教
と
対
論
す
る
こ
と
に
な
る
雪
庭
裕
福

（
一
二
〇
三

－

一
二
七
五
）
や
林
泉
従
倫
ら
が
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
も
し
も
全
真
教
が
国
家

の
庇
護
の
下
、
斎
醮
を
行
っ
た
こ
と
が
呪
術
宗
教
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
批
判
は
同

時
に
禅
宗
に
対
し
て
も
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
章
帝
期
の
道
仏
政
策
も
考

慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
丘
処
機
ら
の
全
真
教
団
と
、
万
松
行
秀
以
下
の
禅
宗
は
そ
れ

ぞ
れ
非
常
に
早
い
時
期
か
ら
金
元
の
権
力
へ
と
接
近
し
て
お
り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
両
者
が
早

く
か
ら
互
い
を
意
識
し
あ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
21
）。

ま
た
全
真
教
で
は
斎
醮
を
積
極
的
に
行
う
が
、
む
し
ろ
窪
徳
忠
が
批
判
的
な
張
伯
端
以
下
の

内
丹
道
の
影
響
を
強
く
受
け
る
牧
常
晁
に
斎
醮
を
否
定
す
る
言
説
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
も

よ
い
だ
ろ
う

（
22
）。

牧
常
晁
は
南
宋
滅
亡
ご
ろ
か
ら
十
三
世
紀
末
に
か
け
て
福
建
で
活
動
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
人
物
で
、
全
真
教
へ
の
言
説
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
張
伯
端
以
下

の
内
丹
道
の
流
れ
を
汲
む

（
23
）。

も
ち
ろ
ん
こ
の
牧
常
晁
の
一
例
を
も
っ
て
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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の
全
傾
向
を
論
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
全
真
教
に
融
合
し
て
い
く
張
伯
端
以

下
の
内
丹
道
側
に
こ
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
禅
宗
が
同
時
に
国
家
権
力
の

下
、
普
度
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
が
全
真
教
に
比
べ
て
「
迷
信
」
的

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
全
真
教
が
禅
宗
と
比
し
て
ど
ち
ら
が
呪
術
的
で
あ
っ
た
と
い
う
よ

う
な
単
純
な
論
断
を
下
せ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
む
し
ろ
普
度
や
斎
醮
が
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
ま
ず
は
彼
ら
が
衆
生
の
救
済
を
願
っ
て
い
た
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

即
座
に
そ
れ
を
呪
術
的
思
考
と
見
る
か
ど
う
か
は
も
う
少
し
慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
ろ
う
。

次
に
「
新
道
教
」、
特
に
全
真
教
が
仏
教
の
影
響
に
よ
り
精
神
的
な
苦
悩
の
救
済
を
目
的
と

し
た
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
ま
ず
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
儒
道
仏
三
教
に
対
す
る

考
え
方
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
正
統
た
る
儒
教
と
異
端
で
あ
る
道
教
は
手
を
取
り
あ
っ
て
五
行
思

想
と
い
う
理
論
基
盤
を
作
り
上
げ
、「『
宇
宙
一
体
観
的
な
』
哲
学
、
兼
、
宇
宙
創
成
論
は
、
世

界
を
一
つ
の
呪
術
の
園
に
変
じ
た
の
で
あ
っ
た
」（
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー『
儒
教
と
道
教
』、三
二
九
頁
）。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
「
奇
蹟
の
倫
理
的
な
合
理
性
な
ど
は

問
題
に
な
ら
な
」（
三
二
九
頁
）
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
他
方
、
中
国
に
伝
来
し
た

仏
教
に
対
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な
「
救
拯
共
同
体
的
役
割
」（
二
九
五
頁
）
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
中
国
に
お
い
て
「
輪
廻
転
生
の
『
車
輪
』
か
ら
逃
れ
る
」（
四
五
六
頁
）

た
め
の
救
済
へ
の
ひ
た
む
き
な
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
儒
道
仏
三
教
は
近
代
資
本
主
義
精
神
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
そ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
の

み
可
能
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

近
代
資
本
主
義
精
神
へ
の
参
与
の
当
否
は
お
い
て
、
彼
の
い
う
呪
術
と
救
済
の
問
題
に
つ
い

て
は
若
干
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
常
盤
大
定
か
ら
窪
徳
忠
へ
受
け
継
が
れ
た
次
の
論
点
と

関
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
常
盤
大
定
は
従
来
の
金
丹
宗
が
「
不
死
昇
仙
」
と

い
う
「
迷
信
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
王
重
陽
は
仏
教
に
よ
り
そ
こ
か
ら
離
脱
し
、
全
真
教
を
開

創
し
た
と
す
る
。
ま
た
窪
徳
忠
は
常
盤
大
定
を
ふ
ま
え
、
全
真
教
に
呪
術
宗
教
の
払
拭
を
見
て

取
っ
た
の
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
上
述
の
構
図
の
中
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
仏
教
が
救
済
を
目
標
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
道
教

は
あ
く
ま
で
呪
術
的
で
あ
り
、
救
済
を
も
た
ら
さ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
言
い
換
え

る
な
ら
ば
、
内
丹
の
錬
成
に
よ
り
最
終
的
に
道
へ
と
冥
合
す
る
境
地
は
禅
宗
の
頓
悟
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
内
丹
の
錬
成
は
、
基
本
的
に

陰
陽
五
行
思
想
を
基
盤
と
し
、
造
化
の
あ
り
方
を
遡
及
し
、
道
へ
と
到
る
と
い
う
思
考
が
そ
の

背
後
に
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
道
仏
二
教
の
最
終
的
な
境
地
は
ど
う
接
合
す
る
の
か
。
だ
が
実

は
こ
れ
こ
そ
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
、
そ
し
て
全
真
教
に
お
け
る
性
命
論
で
意
識
さ
れ
、
議
論

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
両
派
で
性
・
命
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、

ご
く
簡
単
に
い
え
ば
、
性
が
禅
宗
の
頓
悟
を
は
じ
め
と
す
る
精
神
的
修
養
を
、
命
が
内
丹
の
よ

う
な
気
に
基
盤
を
置
く
身
体
的
な
修
養
を
指
す
。
そ
し
て
禅
宗
の
説
く
頓
悟
や
性
説
を
取
り
入

れ
た
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
で
は
、
全
真
教
に
先
立
ち
、
す
で
に
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て

相
補
的
、
ま
た
は
対
等
な
も
の
と
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た

（
24
）。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と

も
は
や
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
と
全
真
教
、
あ
る
い
は
道
教
と
仏
教
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
を
単

純
な
「
迷
信
」
／
救
済
と
い
っ
た
二
分
法
で
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

窪
徳
忠
は
『
中
国
の
宗
教
改
革

全
真
教
の
成
立
』
の
後
、『
道
教
史
』（
山
川
出
版
社
、

一
九
七
七
）
を
著
す
。
こ
れ
は
、
儒
教
史
や
仏
教
史
、
キ
リ
ス
ト
教
史
な
ど
と
並
ぶ
世
界
宗
教

史
叢
書
の
一
つ
と
し
て
山
川
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
窪
徳
忠
の
全
真
教
に
対
す

る
見
解
は
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
を
孕
み
な
が
ら
も
日
本
の
道
教
研
究
に
お
い
て
決
定
的
な
影

響
力
を
与
え
て
い
く
。
常
盤
大
定
か
ら
始
ま
り
、
中
国
の
陳
垣
、
そ
し
て
窪
徳
忠
へ
と
到
る
こ

の
「
新
道
教
」
の
議
論
の
中
で
、
全
真
教
研
究
の
枠
組
み
は
一
つ
の
方
向
性
を
定
め
た
と
い
え

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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二
、
そ
の
後
の
「
新
道
教
」

二
、
一

中
国
で
の
展
開

―
唯
物
史
観
に
よ
る
「
新
道
教
」
の
否
定
と
復
活

一
九
四
九
年
、
新
中
国
が
誕
生
す
る
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
史
観
に
よ
り
や
が
て
「
新
道
教
」

は
否
定
的
な
評
価
が
下
さ
れ
る
に
至
る
。
窪
徳
忠
に
先
行
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
代
表
的
な

も
の
と
し
て
侯
外
廬
主
編
『
中
国
思
想
通
史
』（
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七

－

六
〇
。
以
下
『
通
史
』

と
略
記
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。

侯
外
廬
（
一
九
〇
三

－

一
九
八
七
）
は
李
大
釗
（
一
八
八
九

－

一
九
二
七
）
に
学
び
、
中
国
で

は
じ
め
て
『
資
本
論
』
を
翻
訳
し
た
人
物
で
あ
る
。
本
書
は
侯
外
廬
を
中
心
に
執
筆
さ
れ
、
儒

道
仏
三
教
を
と
も
に
取
り
上
げ
、
古
代
か
ら
十
九
世
紀
四
十
年
代
ま
で
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
関
係
す
る
の
は
、
第
四
巻
下
冊
の
第
十
七
章
「
封
建
社
会
後
期
道
教
的
伝
統
及
其
僧
侶

主
義
」
の
第
二
節
「
宋
元
時
代
的
道
教
及
其
与
道
学
的
関
係
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
全
真
教
に

対
し
、
陳
垣
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
全
真
教
に
対
し
て
は
、「
や
は
り
一
種
の
統
治
階
級
の
高
貴
な
宗
教
（
一
種
統
治
階
級
的

高
貴
宗
教
）
な
の
で
あ
り
、
民
間
の
宗
教
で
な
い
以
上
、
金
に
抵
抗
す
る
性
質
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
（
第
四
巻
下
、
八
〇
二
頁
）。
全
真
教
が
「
野
火
の
ご
と
く
」（
八
〇
二

頁
）
広
ま
っ
た
の
は
、
宋
の
統
治
者
た
ち
に
見
捨
て
ら
れ
た
北
方
の
人
民
た
ち
が
兵
火
に
よ
る

苦
難
や
貧
困
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
統
治
階
級
の
思
想
的
武
器
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
つ

ま
り
全
真
教
と
い
う
宗
教
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
全
真
教
は
「
統
治
階
級
の
高
貴
な
宗
教
」
で
あ
り
、「
金
に
抵
抗
す
る
性
質
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。『
通
史
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
全
真
教

の
開
祖
・
王
重
陽
以
下
、
七
真
た
ち
の
出
自
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
方
の
有
力
な
一
族
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
加
え
て
、
王
重
陽
は
金
朝
の
傀
儡
政
権
と
さ
れ
る
斉
の
阜
昌
年
間
に
、
受
か
り

こ
そ
し
な
か
っ
た
が
応
試
し
て
お
り
、
ま
た
金
の
天
眷
年
間
に
は
武
挙
に
通
っ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
『
通
史
』
で
は
王
重
陽
は
「
抵
節
不
仕
的
志
士
」
で
は
断

じ
て
な
い
と
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

上
述
し
た
が
、
こ
の
背
景
に
は
王
重
陽
の
応
試
は
全
真
教
が
「
遺
民
」
に
よ
り
作
ら
れ
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
の
重
要
な
指
標
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
も
と
も
と
陳
銘
珪

『
長
春
道
教
源
流
』
で
は
王
重
陽
を
「
宋
へ
の
忠
義
あ
り
」
と
し
て
、
武
挙
に
応
じ
た
こ
と
を

否
定
し
た
の
に
対
し
（
二
九
頁
）、
吉
岡
義
豊
一
九
四
五
や
、
ま
た
後
に
は
窪
徳
忠
一
九
六
七

も
王
重
陽
に
応
試
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
王
重
陽
を
宋
の
「
遺
民
」

と
見
る
陳
垣
一
九
四
一
は
こ
れ
に
つ
い
て
黙
し
て
語
ら
な
い
。『
通
史
』
の
批
判
は
こ
の
点
を

衝
い
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
通
史
』
に
い
う
「
民
間
宗
教
」
と
い
う
用
語
で
あ
る
。

こ
の
「
民
間
宗
教
」
は
、
吉
岡
義
豊
が
述
べ
て
い
た
「
出
家
道
教
」
に
対
す
る
「
民
衆
道
教
」

や
、
戦
後
日
本
の
学
術
界
で
問
題
と
な
っ
た
「
教
団
道
教
」
に
対
す
る
「
通
俗
道
教
」、
ま
た
「
民

間
信
仰
」
な
ど
の
術
語
を
連
想
さ
せ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
用
法
は
、
抗
金
の
た
め
の
民
間
軍

事
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
忠
義
巡
社
」
の
よ
う
な
、
金
・
元
朝
へ
の
「
武
装
蜂
起
（
起
義
）」

に
直
接
的
に
つ
な
が
る
集
団
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
『
通
史
』
で
は
、
全
真
教
文
献
に
見
え
る

「
会
首
」は
も
と
も
と
こ
う
し
た
集
団
の
長
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
点
を
巡
り
、侯
外
廬
の『
通

史
』
と
陳
垣
の
『
新
道
教
考
』
が
と
も
に
同
じ
資
料
を
引
用
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、

見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
金
の
南
京
（
汴
京
）
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
よ
り
陥
落
し
た

際
の
惨
状
を
つ
ぶ
さ
に
目
に
し
た
李
志
遠
が
霊
虚
観
を
建
立
し
た
経
緯
を
記
し
た
も
の
で
あ
る

（
王
惲『
秋
澗
先
生
大
全
文
集
』巻
五
三「
衛
州
昨
城
県
霊
虚
観
碑
」）。
李
志
遠（
一
一
六
九

－

一
二
五
四
）

は
馬
丹
陽
再
伝
の
弟
子
で
、
七
真
の
次
々
世
代
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。

壬
辰
の
歳
（
一
二
三
二
年
）、
金
人
の
撤
退
後
、
元
軍
が
京
城
（
汴
京
）
を
取
り
囲
ん
だ
。
明

く
る
年
、
京
城
は
大
い
に
飢
え
、
人
は
た
が
い
に
食
む
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。「
こ

の
時
、
全
真
教
が
大
い
に
流
行
し
、
集
い
あ
っ
て
そ
の
教
説
に
触
れ
た
も
の
は
、
い
か
な
る
荒

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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く
れ
者
、
殺
戮
を
好
む
者
ど
も
で
あ
っ
て
も
ほ
ぼ
法
号
を
授
か
っ
た
。
会
首
と
名
の
る
も
の
は

み
な
こ
う
し
た
者
た
ち
で
あ
る
（
時
全
真
教
大
行
、
所
在
翕
然
從
風
、
雖
虎
苛
狼
戾
、
性
於
嗜
殺
之
徒
、

率
授
法
號
、
名
會
首
者
皆
是
也
）」。
こ
の
時
、
師
（
李
志
遠
）
は
陥
落
し
た
汴
京
の
惨
状
を
目
に
し
、

霊
虚
観
を
建
立
し
た
。
こ
う
し
て
仁
な
る
風
が
ひ
と
た
び
起
る
や
、
家
々
は
改
心
し
、
貪
婪
で

残
忍
な
も
の
た
ち
は
温
和
で
善
良
な
人
々
に
な
っ
た
と
い
う
。

問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
文
章
に
対
し
て
、
陳
垣
が
全
真
道
士
た
ち
に
よ
る
会
首
へ
の
こ
う

し
た
教
化
の
様
子
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
た
の
に
対
し
（
巻
一
「
全
真
篇
上
」
殺
盗
之
消
除
第

三
）、『
通
史
』
で
は
全
真
教
の
影
響
に
よ
り
会
首
た
ち
が
懐
柔
さ
れ
、
そ
の
組
織
が
解
消
さ
れ

た
と
否
定
的
に
結
論
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
八
〇
四

－

八
〇
五
頁
）。
つ
ま
り
『
通
史
』
は

こ
こ
に
階
級
闘
争
が
先
鋭
化
す
る
機
縁
を
全
真
教
が
奪
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
『
通
史
』
の
い
う
「
民
間
宗
教
」
は
日
本
で
の
議
論
と
は
ま
っ
た
く
別
で
あ

り
、
む
し
ろ
政
治
結
社
的
な
色
彩
が
強
く
、
階
級
闘
争
論
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
議
論
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。『
通
史
』
は
真
大
道
教
や
太
一
教
を
基
本
的
に
取
り
上
げ
て
い

な
い
が
、「
新
道
教
」
の
語
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず

（
25
）、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
立
場

か
ら
そ
れ
を
実
質
上
、
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
こ
こ
で
新
中
国
成
立
後
の
陳
垣
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い

（
26
）。

熱
心
な
愛
国
主
義

者
で
あ
っ
た
彼
も
ま
た
新
中
国
成
立
後
に
な
る
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
学
習
を
始
め
る
が
、
つ
ね

づ
ね
「
私
は
真
理
に
触
れ
る
の
が
あ
ま
り
に
遅
か
っ
た
（
我
是
聞
道
太
晩
了
）」
と
漏
ら
し
て
い
た

と
い
う
。
彼
の
死
の
直
前
、
文
化
大
革
命
の
嵐
が
中
国
中
を
吹
き
荒
れ
る
。
日
中
戦
争
の
時
に

は
史
学
考
証
に
寄
せ
て
思
い
の
丈
を
つ
づ
る
こ
と
の
で
き
た
陳
垣
も
、
中
国
人
自
身
の
手
に
よ

る
文
化
大
革
命
の
こ
の
時
ば
か
り
は
沈
黙
を
守
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
一
九
七
一

年
六
月
二
一
日
九
一
歳
で
北
京
に
て
没
し
て
い
る
。

や
が
て
中
国
の
改
革
開
放
運
動
、
お
よ
び
一
九
九
一
年
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
に
よ
り
、

唯
物
史
観
は
影
を
潜
め
る
。

任
継
愈
編
『
中
国
道
教
史
』
は
、
中
国
社
会
科
学
院
の
研
究
者
た
ち
に
よ
り
著
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
の
中
国
に
お
け
る
道
教
研
究
の
一
つ
の
見
解
を
代
表
し
て
い
る
と
見
て

よ
い
。
も
と
も
と
一
九
九
〇
年
に
上
海
人
民
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
任
継
愈
編
『
中
国
道
教

史
』
で
は
、
宋
代
の
内
丹
道
・
金
元
の
全
真
教
、
ま
た
明
清
期
の
全
真
教
に
つ
い
て
も
、
陳
兵

が
一
手
に
担
当
し
て
い
る

（
27
）。

陳
兵
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
い
わ
ゆ
る
張
伯
端
以
下
の
い
わ
ゆ

る
全
真
教
南
宗
や
江
南
道
教
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
研
究
者
で
あ
る

（
28
）。

二
〇
〇
一
年
に
出
版
さ
れ
た
中
国
社
会
科
学
院
出
版
社
版
の
増
訂
本
で
は
唐
代
剣
に
よ
り
金

元
の
全
真
教
に
つ
い
て
大
き
く
加
筆
さ
れ
て
い
る

（
29
）。

だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
民
族
間
の
衝
突
と

い
っ
た
全
真
教
の
創
立
時
期
の
社
会
背
景
な
ど
を
取
り
上
げ
、
こ
う
し
た
中
か
ら
全
真
教
・
真

大
道
・
太
一
道
が
登
場
し
た
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
特
に
増
訂
本
で

は
、
こ
れ
ら
三
教
団
に
対
し
て
「
河
北
新
道
教
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
六
七
〇

頁
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
見
て
も
、
基
本
的
に
こ
こ
に
陳
垣
の
見
解
が
復
活
し
て
い
る
こ
と

は
明
白
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
論
述
の
中
心
は
、
ほ
ぼ
全
真
教
が
占
め
て
い
る
。『
通
史
』
で
は
全
真
教
を
「
統
治

階
級
の
身
分
の
高
い
者
た
ち
の
宗
教
」
と
見
た
。
こ
れ
に
対
し
、『
中
国
道
教
史
』
で
も
王
重

陽
が
応
試
し
た
事
実
は
認
め
て
い
る
が
、
北
宋
滅
亡
を
経
験
し
た
士
大
夫
た
ち
と
共
通
す
る
心

情
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
ま
た
全
真
教
の
変
化
を
、
日
本
で
は
元
朝
期
に
活
動
し
た
陳
致
虚

ら
南
北
宗
の
融
合
に
よ
る
変
化
に
求
め
る
の
に
対
し
て
、
同
書
で
は
教
団
の
肥
大
に
求
め
る
点

に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
陳
垣
の
説
く
「
新
道
教
」
を
復
活
さ
せ
た
た
め
、
あ
ら
た
め
て
同

じ
構
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
全
真
教
の
思
想
内
容
の
検
討
に

大
き
く
踏
み
こ
ん
で
い
る
点
で
、
従
来
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
ま
た
例
え
ば
張
伯
端
以
下
の

内
丹
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
簡
略
な
が
ら
、
心
性
論
の
観
点
か
ら
多
く
の
類
似
点
が
見
ら

れ
る
と
し
て
両
者
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
注
意
さ
れ
る
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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二
、
二

日
本
で
の
展
開

―
林
霊
素
・『
悟
真
篇
』・
浄
明
道
を
め
ぐ
っ
て

戦
後
、
日
本
で
は
中
国
ほ
ど
大
き
な
体
制
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
新
道
教
」
を

め
ぐ
っ
て
大
き
な
議
論
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
窪
徳
忠
以
降
の
日
本
に
お
け
る
研
究

の
う
ち
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、宮
川
尚
志
と
秋
月
観
暎
の
二
人
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

宮
川
尚
志
（
一
九
一
三

－

二
〇
〇
六
）
は
、
一
九
五
四
年
、「
劉
一
明
の
悟
真
直
指
に
つ
い
て
」

（『
岡
山
大
学
法
文
紀
要
』
三
、
一
九
五
四
）
に
お
い
て
、
清
代
の
道
士
劉
一
明
に
よ
る
『
悟
真
篇
』

の
注
釈
書
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
初
め
て
北
宋
・
張
伯
端
『
悟
真
篇
』
を
本
格
的
に

取
り
上
げ
た
先
駆
的
研
究
で
あ
る
。
ま
た
一
九
七
五
年
に
は
、「
宋
の
徽
宗
と
道
教
」（『
東
海

大
学
紀
要
』
文
学
部
二
三
、
一
九
七
五
ａ
）
お
よ
び
「
林
霊
素
と
宋
の
道
教
」（『
東
海
大
学
紀
要
』

文
学
部
二
四
、
一
九
七
五
ｂ
）
を
発
表
し
、
徽
宗
期
に
お
け
る
林
霊
素
を
始
め
と
す
る
道
士
た
ち

の
行
状
を
追
い
か
け
、
一
九
七
八
年
に
は
「
南
宋
の
道
士
白
玉
蟾
の
事
蹟
」（『
内
田
吟
風
博
士

頌
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』、
一
九
七
八
）
に
お
い
て
白
玉
蟾
の
生
涯
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ

の
一
連
の
研
究
を
貫
く
背
後
の
意
識
は
、
林
霊
素
と
徽
宗
を
扱
っ
た
論
文
の
冒
頭
で
次
の
よ
う

に
明
言
さ
れ
て
い
る
。

宋
代
の
道
教
は
日
本
で
は
研
究
の
遅
れ
た
分
野
に
属
す
る
。
金
代
、
い
い
か
え
る
と
南
宋

代
河
北
の
革
新
道
教
諸
派
は
一
応
対
象
と
さ
れ
た
が
道
家
南
宗
や
さ
ら
に
朱
子
学
・
禅
宗

や
新
興
の
宗
派
、
白
雲
菜
や
明
教
な
ど
に
わ
た
る
綜
観
は
試
み
ら
れ
て
い
な
い
。（
宮
川

一
九
七
五
ｂ
、
一
頁
）

こ
こ
か
ら
宮
川
が
一
連
の
論
文
を
発
表
し
た
背
後
に
は
、「
新
道
教
」
を
含
め
た
、
当
時
の

道
教
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
研
究
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
宮
川
の

言
葉
を
補
足
す
る
と
、
そ
れ
は
革
新
道
教
諸
派
、
す
な
わ
ち
「
新
道
教
」
を
点
検
す
る
に
は
、

「
新
道
教
」
を
生
み
出
し
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
り
批
判
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、
そ
の
ネ
ガ
と

も
い
う
べ
き
先
行
諸
派
に
つ
い
て
も
同
時
に
検
討
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
林
霊
素
だ
け
で
な
く
、
朱
子
学
・
禅
宗
、
ま
た
白
雲
菜
な
ど
に
言
及
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
宮
川
が
常
盤
大
定
と
お
な
じ
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
瞭
に
見
て

と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
宮
川
が
ど
う
し
て
南
宗
初
祖
と
さ
れ

る
張
伯
端
の
『
悟
真
篇
』
や
五
祖
白
玉
蟾
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
林
霊
素
を
取
り
上
げ
た
の
か

理
解
で
き
よ
う
。
常
盤
大
定
や
窪
徳
忠
の
と
こ
ろ
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
全
真
教
を
始
め
と
す

る
新
道
教
登
場
の
一
つ
の
原
因
が
北
宋
末
徽
宗
期
の
過
度
な
崇
道
に
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
こ
れ

ら
「
金
丹
宗
」
に
よ
り
全
真
教
は
「
堕
落
」
し
た
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
宮
川
一
九
七
五
ｂ
は
基
礎
的
作
業
と
し
て
林
霊
素
の
事
跡
に
つ
い
て
点
検
し
て
い
る
だ

け
で
、
林
霊
素
が
後
世
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
少

し
付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
金
で
は
七
真
の
一
人
に
し
て
全
真
教
の
地
位
を
不
動
の
も
の
に
し

た
丘
処
機
が
、
ま
た
南
宋
で
は
い
わ
ゆ
る
南
宗
の
大
成
者
と
さ
れ
る
白
玉
蟾
が
そ
れ
ぞ
れ
林
霊

素
に
つ
い
て
肯
定
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る

（
30
）。『

宋
史
』
方
伎
伝
に
お
か
れ

た
林
霊
素
の
伝
記
は
徽
宗
に
お
も
ね
る
姿
と
し
て
書
か
れ
る
が
、
こ
の
伝
が
書
か
れ
た
状
況
を

含
め
、
い
わ
ゆ
る
北
宋
期
の
道
教
に
対
す
る
「
新
道
教
」
側
の
反
応
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
に

値
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

宮
川
の
こ
う
し
た
活
動
と
あ
わ
せ
、
秋
月
観
暎
に
よ
る
浄
明
道
の
研
究
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
て
お
き
た
い
。
秋
月
観
暎
は
、
当
時
余
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
浄
明
道
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
、『
中
国
近
世
道
教
の
形
成
』（
創
文
社
、
一
九
七
八
）
を
著
し
た
。
中
で
も
特
に
第
十

章
「
近
世
中
国
宗
教
史
上
に
お
け
る
浄
明
道
の
役
割
に
つ
い
て
」
と
い
う
一
文
に
お
い
て
、
秋

月
は
浄
明
道
を
「
新
道
教
」
に
含
め
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
（
二
五
〇
頁
）。

浄
明
道
は
、
も
と
も
と
六
朝
期
に
始
ま
る
許
遜
信
仰
に
淵
源
を
発
す
る
。
だ
が
事
実
上
、
南

北
両
宋
交
替
期
に
お
け
る
危
機
的
状
況
に
対
応
し
て
活
動
し
た
何
真
公
の
教
法
に
始
ま
り
、

十
三
世
紀
末
、
劉
玉
（
一
二
五
八

－

一
三
〇
八
）
が
許
遜
教
団
の
教
法
を
清
整
し
、
脱
皮
を
遂

げ
る
こ
と
で
新
教
団
を
形
成
し
、
独
自
の
倫
理
観
・
実
践
的
教
説
を
も
っ
て
社
会
的
強
化
活
動

を
続
け
て
き
た
と
い
う
。
秋
月
観
暎
は
、
浄
明
道
が
全
真
教
同
様
、
三
教
合
一
的
要
素
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
、
宋
と
遼
・
金
の
紛
争
と
い
っ
た
当
時
の
社
会
情
勢
の
影
響
下
に
成
立
し
た
こ
と
、

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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教
法
の
清
整
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
浄
明
道
を
「
新
道
教
」
に
含
め
る

こ
と
を
提
唱
す
る
。

し
か
し
同
時
に
い
く
つ
か
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
浄
明
道
開

創
の
直
接
的
き
っ
か
け
と
な
る
何
真
公
が
属
し
て
い
た
玉
隆
万
寿
宮
は
、
宋
代
、
歴
代
皇
帝
の

尊
崇
を
集
め
、次
第
に
国
家
的
な
信
仰
へ
と
深
ま
っ
た
と
い
う（
二
四
九
頁
）。
と
く
に
徽
宗
は
、

政
和
二
年
（
一
一
一
二
）、「
神
功
妙
済
」
の
尊
号
を
奉
り
、
玉
隆
万
寿
宮
に
お
い
て
七
昼
夜
に

わ
た
る
斎
醮
を
行
わ
せ
て
い
る
な
ど
熱
心
な
信
仰
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
背
後
に
は
、
内
憂
外

患
に
苦
し
む
当
時
の
政
治
状
況
に
加
え
、
林
霊
素
に
先
立
ち
、
徽
宗
朝
で
活
躍
し
た
道
士
王
仔

昔
の
活
動
が
見
ら
れ
る
と
い
う
（
三
〇

－

三
一
頁
）。

も
っ
と
も
秋
月
観
暎
は
単
に
権
力
と
癒
着
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
女
真
族
の
南
下
に
伴
う

民
族
的
な
危
機
こ
そ
が
南
宋
初
の
何
真
公
の
登
場
を
促
し
、
そ
の
後
、
劉
玉
が
そ
の
呪
術
性
を

払
拭
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
劉
玉
に
よ
る
教
法
の
「
清
整
」
に
よ
り
浄
明
道
が
完
成
し
た
と
見

る
。
だ
が
浄
明
道
が
六
朝
期
以
来
の
長
い
伝
統
を
持
つ
こ
と
や
、
当
時
の
政
治
権
力
と
の
近
親

性
は
、
む
し
ろ
徽
宗
朝
に
出
入
り
し
て
い
た
三
十
代
天
師
張
虚
靖
（
一
〇
九
二

－

一
一
二
七
）

の
正
一
道
や
、
徐
知
常
の
属
す
る
茅
山
派
が
元
朝
期
に
ま
た
復
権
し
て
く
る
事
実
と
相
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
劉
玉
に
よ
る
教
理
の
「
清
整
」
に
つ
い
て
も
、
当

時
の
雷
法
や
清
微
派
と
並
ぶ
道
法
の
簡
素
化
を
求
め
る
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
畑
二
〇
〇
〇
）。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
浄
明
道
の
位
置
づ
け
の
問
題
は
元
代
に
改

め
て
勢
力
を
伸
ば
し
て
く
る
正
一
道
な
ど
の
問
題
と
あ
わ
せ
、「
新
道
教
」
と
は
な
に
か
と
い

う
大
き
な
問
題
に
つ
な
が
っ
て
こ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
道
教
研
究
界
で
は
そ
の
時
々
に
お
い
て
総
合
的
な
企
画
が
な
さ
れ
て
い

る
。
一
九
八
三
年
の
、
福
井
康
順
・
山
崎
宏
・
木
村
英
一
・
酒
井
忠
夫
監
修
『
道
教
』
全
三
巻

（
平
河
書
店
）
の
出
版
も
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
巻
が
「
道
教
と
は
何
か
」、

第
二
巻
が
「
道
教
の
展
開
」、
第
三
巻
が
「
道
教
の
伝
播
」
と
な
っ
て
お
り
、
総
合
的
に
道
教

と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
概
説
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
上
で
挙
げ
た
窪
徳
忠
の
『
道
教
史
』

と
並
ん
で
、
現
在
、
日
本
に
お
け
る
道
教
研
究
の
入
門
書
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
い
っ
て
も

よ
い
。
特
に
第
一
巻
の「
道
教
史
」は
秋
月
観
暎
に
よ
り
担
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
五
、

宋
代
の
道
教
と
新
道
教
の
出
現
」
で
は
従
来
の
全
真
教
・
真
大
道
教
・
太
一
教
に
加
え
て
、
浄

明
道
が
非
常
に
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
目
に
付
く
。
こ
こ
で
は
秋
月
は
浄
明
道
を

「
新
道
教
」
と
は
明
言
し
て
い
な
い
も
の
の
、
日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
道
教
事
典
、
平
河
出

版
社
刊
『
道
教
事
典
』
の
「
新
道
教
」
の
項
目
は
秋
月
観
暎
が
担
当
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
明

確
に
浄
明
道
を
「
新
道
教
」
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

浄
明
道
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が「
新
道
教
」

と
い
う
枠
組
み
で
く
く
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
お
の
ず
か
ら
別
の
問
題
で
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
忠
孝
と
い
っ
た
独
自
の
倫
理
観
を
持
つ
浄
明
道
は
、道
教
の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

同
時
代
の
儒
教
の
展
開
な
ど
と
合
わ
せ
、
三
教
全
体
を
含
め
た
近
世
期
の
大
き
な
思
潮
の
中
で

こ
そ
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
、
欧
米
に
お
け
る
全
真
教
研
究

最
後
に
欧
米
に
お
け
る
「
新
道
教
」
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

現
在
欧
米
の
研
究
で
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
基
本
的
に
全
真
教
や
太
一
道
、
真
大
道
教
を

「
新
道
教
」
と
す
る
枠
組
み
は
全
面
的
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
Cleary
1991

や
K
ohn
2001が
全
真
教
を
取
り
上
げ
る
際
、
従
来
に
比
べ
て
革
新
的
、
あ
る
い
は
新
し
い
派

で
あ
る
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
て
も
、
そ
れ
を
太
一
道
・
真
大
道
教
と
合
わ
せ
て
「
新
道
教
」

と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
論
ず
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
T
ao-chung

Y
ao
は
、
Livia
K
ohn
編
D
aoism
H
andbook
の
第
十
七
章
〝
Q
uanzhen
―
Com
plete

Perfection〟
の
中
で
、
全
真
教
が
宋
・
金
・
元
の
間
の
紛
争
に
よ
る
社
会
秩
序
の
崩
壊
か
ら

登
場
し
た
と
し
、
太
一
道
・
真
大
道
教
と
合
わ
せ
、
三
つ
の
〝
new
D
aoistm
ovent〟
と
呼

ん
で
い
る
（
Y
ao
2000,p.567）。
Y
aoは
陳
垣
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
文
献
を
参
照
し
て
お

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）

― 80―



り
（
31
）、こ

こ
に
中
国
の「
新
道
教
」の
概
念
が
敷
延
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
し〝
new

D
aoistm
ovent〟
と
い
う
見
方
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
「
新
道
教
」
を
そ
の
ま
ま
英
語
に
翻
訳
す
れ
ば
〝
N
eo-T
aoism
〟
と
な
る
。
し
か
し

こ
の
〝
N
eo-T
aoism
〟
と
い
う
語
は
一
般
に
王
弼
（
二
二
六

－

二
四
九
）・
何
晏
（
？

－

二
四
九
）・

郭
象
（
？

－

三
一
二
）
ら
に
代
表
さ
れ
る
玄
学
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
32
）。

た

だ
し
欧
米
に
お
け
る
当
代
の
道
教
研
究
者
た
ち
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
道
教
事
典
で
あ
る

Fabrizio
Pregadio
編
T
he
E
ncyclopedia
ofT
A
O
ISM
の
〝
X
uanxue（
玄
学
）〟
の
項

目
に
よ
れ
ば
、〝
N
eo-T
aoism
〟
と
い
う
訳
語
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
で
は
玄
学
本
来

の
意
味
に
よ
り
近
い
〝
A
rcane
Learning〟・〝
M
ysterious
Learning〟・〝
Profound

Learning〟
と
い
っ
た
訳
語
を
使
う
方
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る

（
33
）。

欧
米
の
議
論
で
注
目
し
た
い
の
は
「
新
道
教
」
で
は
な
く
、「
新
儒
教
」
を
め
ぐ
る
議
論
で

あ
る

（
34
）。

上
で
確
認
し
た
通
り
、「
新
道
教
」
と
い
う
用
語
を
最
も
早
く
用
い
た
の
は
常
盤
大
定

で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
れ
を
禅
宗
の
隆
盛
に
対
す
る
道
教
側
の
反
応
と
し
て
全
真
教
に
配
当
し
、

同
じ
く
こ
の
頃
現
れ
て
く
る
朱
子
学
を
「
新
儒
教
」
と
呼
ん
で
い
た
。「
新
儒
教
」
と
い
う
言

葉
は
日
本
で
は
あ
ま
り
学
術
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
欧
米
で
は
馮
友
蘭
の

『
中
国
哲
学
史
』
二
巻
本
の
D
erk
Bodde
に
よ
る
英
訳
A
H
istory
ofChinese
Philosophy

に
よ
り
、
こ
れ
が
道
学
の
訳
語
と
し
て
一
般
に
学
術
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
35
）。

「
新
儒
教
」
と
い
う
言
葉
は
、
英
語
で
は
〝
N
eo-Confucianism
〟
と
い
う
。
こ
れ
は
も
と
も

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
朱
子
学
や
陽
明
学
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も

の
で
、
一
九
〇
四
年
、
岡
村
天
心
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
し
た
T
heA
w
akening
ofJapan

に
も
見
え
る
と
い
う
。

こ
の
〝
N
eo-Confucianism
〟
と
い
う
用
語
の
使
用
法
を
め
ぐ
る
議
論
が
近
年
ア
メ
リ
カ
で

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
T
illm
an
と
D
e
Bary
に
よ
る
「
新
儒
教
〝
N
eo-

Confucianism
〟」
を
め
ぐ
る
一
連
の
議
論
で
あ
る

（
36
）。

そ
こ
で
問
題
に
さ
れ
た
の
は
、
従
来
D
e

Baryら
に
よ
り
用
い
ら
れ
て
き
た
〝
N
eo-Confucianism
〟
と
い
う
用
語
の
持
つ
曖
昧
さ
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
朱
子
学
な
ど
が
近
世
中
国
や
東
ア
ジ
ア
に
果
た
し
た
そ
の
革
新
性
や

重
要
性
に
つ
い
て
は
表
現
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
朱
子
学
や
心
学
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
欧
陽

脩
や
王
安
石
と
い
っ
た
当
時
の
複
雑
な
思
想
状
況
を
捨
象
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
T
illm
an

は
「
道
学
」
と
い
う
よ
り
厳
密
な
術
語
で
議
論
を
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

吾
妻
重
二
は
こ
れ
を
「
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
吾
妻
二
〇
〇
四
、

五
三
一
頁
）、
問
題
は
、
ま
さ
に
「
新
道
教
」
と
い
う
用
語
が
〝
N
eo-Confucianism
〟
と
同

じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
そ
れ
は
当
時
中
国
に
お
い
て
い
く

つ
か
の
宗
派
が
勃
興
し
た
と
い
う
革
新
性
や
重
要
性
を
示
す
一
つ
の
指
標
た
り
う
る
言
葉
で
は

あ
る
。
し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
「
新
道
教
」
に
く
く
ら
れ
た
教
団
以
外
の
、
例
え
ば
浄
明
道
や
、

そ
し
て
い
わ
ゆ
る
「
旧
道
教
」
と
さ
れ
る
諸
派
を
含
め
た
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
な
動
向

に
対
し
て
目
を
閉
ざ
す
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
ず
、
我
々
は
こ
う
し
た
限
界
に
つ
い
て
自
覚
的
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま

と

め

以
上
、本
稿
で
は
日
本
と
中
国
を
中
心
と
し
た「
新
道
教
」を
め
ぐ
る
研
究
の
展
開
を
た
ど
っ

て
き
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
全
真
教
研
究
に
お
け
る
、
い
わ
ば

多
く
の
巨
人
た
ち
の
背
中
を
追
い
か
け
て
き
た
わ
け
だ
が
、以
上
を
踏
ま
え
て
い
え
る
こ
と
は
、

我
々
は
「
新
道
教
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
枠
組
み
を
見
直
す
べ
き
時
期
に
さ
し
か
か
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
真
教
を
は
じ
め
と
す
る
運
動

の
重
要
性
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
日
中
双
方
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
、
そ

し
て
堆
積
し
て
き
た
研
究
の
枠
組
み
自
体
へ
の
再
点
検
が
必
要
と
さ
れ
る
時
期
に
来
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

全
真
教
研
究
は
大
き
な
時
代
の
流
れ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
制
限
の
中
で
展
開
し
て
き
た
。
特

に
「
新
道
教
」
を
日
中
双
方
で
最
初
に
提
唱
し
た
二
人
で
あ
る
常
盤
大
定
と
陳
垣
に
見
ら
れ
る

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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二
つ
の
要
素
、「
迷
信
」
と
「
抵
抗
」、

つ
ま
る
と
こ
ろ
こ
こ
に
根
深
く
刻
み
込
ま
れ
て

い
る
の
は
「
近
代
」
と
い
う
烙
印
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
新
道
教
」
と
い
う
用
語

は
、
全
真
教
や
他
の
諸
宗
派
の
重
要
性
を
示
す
一
つ
の
指
標
に
は
な
り
え
た
と
し
て
も
、
同
時

に
「
新
道
教
」・「
旧
道
教
」
の
双
方
に
対
し
て
先
天
的
な
評
価
を
下
し
た
り
、
必
要
以
上
の
両

者
の
断
絶
を
強
調
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
我
々
は
以
上
を
踏

ま
え
て
も
う
い
ち
ど
全
真
教
研
究
の
枠
組
み
を
見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
我
々
が
道
教
史
を
構
築
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
に
投
影
さ
れ
た

時
代
の
意
識
に
敏
感
で
あ
り
つ
つ
、
資
料
に
基
づ
く
実
証
主
義
的
な
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

註
（
１
）
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
松
下
二
〇
〇
七
を
参
照
。

（
2
）
酒
井
忠
夫
一
九
七
二
。

（
3
）
砂
山
稔
「
一
、
明
治
以
降
の
日
本
の
道
教
研
究
の
道
教
」（
砂
山
稔
一
九
八
六
）。

（
4
）
小
柳
司
気
太
に
つ
い
て
は
江
上
波
夫
一
九
九
四
に
評
伝
が
あ
る
。

（
5
）
こ
れ
は
、
後
に
「
仙
人
呂
洞
賓
」（
大
正
十
一
年
一
月
、
一
九
二
二
）、「
扶
鸞
之
術
」（
大
正
十
二

年
四
月
、
一
九
二
三
）
と
あ
わ
せ
て
「
論
仙
」
と
い
う
一
つ
の
総
題
の
下
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
露
伴
は
「
道
教
に
就
い
て
」（
岩
波
講
座
『
哲
学
』、
一
九
三
三
）・「
道
教
思
想
」（
岩
波
講
座
『
東

洋
思
潮
』、
一
九
三
六
）・「
仙
書
参
同
契
」（『
哲
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
）
を
ま
と
め
る
が
、

こ
こ
に
全
真
教
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

（
6
）
常
盤
大
定
に
つ
い
て
は
江
上
波
夫
一
九
九
四
・
渡
辺
健
哉
二
〇
一
四
な
ど
に
評
伝
が
あ
る
。

（
7
）『
道
蔵
』
は
明
・
正
統
本
を
用
い
、
涵
芬
楼
線
装
本
に
よ
り
所
在
を
明
示
す
る
。

（
8
）
仏
教
が
キ
リ
ス
ト
教
を
意
識
し
、
自
ら
の
中
に
「
宗
教
」
を
見
い
だ
す
過
程
に
つ
い
て
は
宮
川
敬

之
一
九
九
八
・
Josephson
2006
な
ど
を
参
照
。
ま
た
神
道
が
欧
米
の
研
究
者
か
ら
「
迷
信
」
と
見

な
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
は
安
津
一
九
六
六
を
参
照
。

（
9
）
常
盤
大
定
・
関
野
貞
一
九
三
七
「
山
西
龍
山
」
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
一
九
一
九
年
の
調
査
に
よ
る

と
い
う
。

（
10
）
な
お
全
集
で
は
、
一
個
所
の
み
「
新
道
教
」
と
な
っ
て
い
る
が
（『
吉
岡
義
豊
著
作
集
』
第
一
巻
、

一
九
八
九
、
一
一
二
頁
）、
初
出
の
『
白
雲
観
の
道
教
』（
一
九
四
五
）
で
は
す
べ
て
「
新
宗
教
」
に

作
ら
れ
、
ま
た
禅
宗
だ
け
で
な
く
、
浄
土
思
想
に
つ
い
て
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
道
教
の
実

態
』
で
は
「
新
興
道
教
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
一
二
〇
頁
）。

（
11
）『
道
教
の
研
究
』
は
三
章
か
ら
な
り
、
Ⅰ
．「
民
衆
道
教
の
こ
と
」
と
し
て
近
世
期
に
展
開
し
た
宝

巻
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
Ⅱ
．「
民
衆
道
教
か
ら
出
家
道
教
へ
の
一
径
路
」
と
し
て
『
白
雲
観
の
道
教
』

の
三
．「
初
期
の
全
真
教
」
を
、
Ⅲ
．「
出
家
道
教
の
こ
と
」
と
し
て
１
．「
白
雲
観
の
概
観
」・
2
．

「
白
雲
観
の
起
源
」
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
陳
垣
の
評
伝
と
し
て
は
牛
一
九
九
九
・
劉
二
〇
〇
二
な
ど
が
あ
る
。

（
13
）
陳
垣
が
熱
心
な
愛
国
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
牛
潤
珍
一
九
九
九
な
ど
多
く
の
評
伝

で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）『
明
季
滇
黔
仏
教
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
）
の
重
印
後
記
（
一
九
五
七
年
）
に
は
次
の
よ
う

に
見
え
る
。「
此
書
作
於
抗
日
戰
爭
時
、
所
言
雖
係
明
季
滇
黔
佛
教
之
盛
、
遺
民
逃
禪
之
衆
、
及
僧

徒
拓
殖
本
領
、
其
實
所
欲
表
彰
㐥
乃
明
末
遺
民
之
愛
國
精
神
、
民
族
氣
節
、
不
徒
佛
教
史
蹟
而
已
。」

（
三
二
〇
頁
）

（
15
）『
清
初
僧
諍
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
）
の
後
記
は
以
下
の
通
り
。「
一
九
四
一
年
、
日
軍
既

佔
據
平
津
、
漢
奸
們
得
意
揚
揚
、
有
結
隊
渡
海
朝
拝
、
歸
以
爲
榮
、
誇
耀
於
郷
黨
鄰
郷
㐥
。
時
余
方

閱
諸
家
語
錄
、
有
感
而
爲
是
編
、
非
專
爲
木
陳
諸
僧
發
也
。
今
因
重
印
、
特
説
明
此
點
、
識
㐥
諒
焉
。

陳
垣
識

一
九
六
二
年
三
月
」（
九
四
頁
）。
な
お
陳
垣
の
教
え
子
で
も
あ
る
劉
乃
和
は
『
清
初
僧
諍

記
』
の
解
説
で
、
後
記
の
内
容
は
一
九
四
一
年
六
月
に
汪
精
衛
の
一
派
が
日
本
で
昭
和
天
皇
に
「
朝

拝
」
し
、
日
本
政
府
と
「
共
同
声
明
」
を
出
し
、「
援
助
」
や
「
貸
款
」
を
要
請
し
た
事
実
を
指
す

と
す
る
（
劉
乃
和
二
〇
〇
二
、
三
四
七
頁
。
ま
た
陳
垣
二
〇
〇
〇
の
劉
乃
和
の
解
説
、
九
頁
）。
し

か
し
『
清
初
僧
諍
記
』
序
は
一
九
四
一
年
一
月
に
記
さ
れ
て
お
り
、
若
干
時
間
的
な
齟
齬
が
あ
る
。

一
九
六
二
年
に
後
記
を
書
い
た
陳
垣
の
記
憶
違
い
の
可
能
性
も
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は

前
年
一
九
四
〇
年
に
汪
精
衛
政
権
が
成
立
し
た
こ
と
を
広
く
指
す
と
見
て
お
く
。

（
16
）
陳
垣
著
・
野
口
訳
一
九
八
九
、「
訳
者
は
し
が
き
」。

（
17
）
近
年
、『
道
家
金
石
略
』
を
補
う
も
の
と
し
て
王
宗
昱
『
金
元
全
真
教
石
刻
新
編
』（
北
京
大
学
出

版
社
、
二
〇
〇
五
）
が
出
版
さ
れ
た
。

（
18
）
陳
銘
珪
は
『
長
春
道
教
源
流
』
巻
一
で
「
王
重
陽
有
宋
之
忠
義
也
」
と
述
べ
、
北
宋
滅
亡
後
も
宋

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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へ
の
忠
義
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
す
る
（
二
九

－

三
一
頁
）。

（
19
）
な
お
窪
徳
忠
は
、
全
真
教
の
王
重
陽
や
、
真
大
道
教
の
劉
徳
仁
が
形
勢
戸
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
（
窪
徳
忠
一
九
六
七
、
六
一
頁
・
七
二
頁
）。
こ
れ
は
時
代
区
分
論
を
支
え
る
中
世
の

封
建
農
奴
制
と
、
佃
戸
と
い
っ
た
中
国
の
諸
制
度
の
関
係
に
窪
徳
忠
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の

表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

（
20
）
な
お
吉
岡
義
豊
は
全
真
教
・
真
大
道
教
・
太
一
教
の
三
教
を
「
新
道
教
」
と
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
実
質
的
に
全
真
教
し
か
取
り
扱
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
矛
盾
は
表
面
化
し
て
い
な
い
。

（
21
）
七
真
の
中
で
最
も
早
く
金
朝
に
招
か
れ
た
王
処
一
が
僧
か
ら
毒
を
盛
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
は
道
仏

二
教
の
確
執
の
最
も
早
い
事
例
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
（
秦
志
安
『
金
蓮
正
宗
記
』［
道
蔵
第

七
五

－

七
六
冊
］
巻
五
「
玉
陽
王
真
人
」）。
も
っ
と
も
『
金
蓮
正
宗
記
』
以
外
、『
金
蓮
正
宗
仙
源

像
伝
』（
道
蔵
第
七
六
冊
）・『
歴
世
真
仙
体
道
通
鑑
続
編
』（
道
蔵
第
一
四
九
冊
）
巻
三
所
載
の
王
玉

陽
伝
に
は
鴆
毒
を
盛
っ
た
の
が
仏
僧
で
あ
る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。
ま
た
各
伝
記
に
は
混
乱
が
あ

る
（
蜂
屋
一
九
九
八
、
二
七
一
頁
）。
た
だ
し
い
ず
れ
の
伝
記
に
お
い
て
も
始
め
て
王
処
一
が
登
第

し
た
時
に
鴆
毒
を
盛
ら
れ
た
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
全
真
教
の
勢
力
拡
大
を
快
く
思
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
22
）「
或
問
。
齋
醮
之
法
可
以
證
聖
成
真
否
。
答
云
。
三
代
以
前
即
無
此
事
、
不
過
祭
祀
之
法
也
。
在

老
氏
謂
之
醮
、
在
佛
氏
謂
之
齋
、
其
詞
無
非
歌
詠
其
善
。
亦
有
三
種
之
利
也
、
一
能
發
世
人
恭
敬
心
、

二
能
啓
世
人
布
施
心
、
三
能
利
及
出
家
人
。
若
顧
此
以
證
聖
成
真
者
、
夢
幻
泡
影
耳
。」（
牧
常
晁
『
玄

宗
直
指
万
法
同
帰
』［
道
蔵
第
七
三
四

－
七
三
五
冊
］
巻
三
、
十
一
左

－

十
二
右
）

（
23
）
横
手
裕
一
九
九
〇
・
森
二
〇
〇
〇
を
参
照
。

（
24
）
松
下
二
〇
〇
〇
参
照
。
こ
こ
で
は
張
伯
端
が
内
丹
を
頓
悟
の
後
に
残
る
習
漏
を
消
す
た
め
に
必
要

で
あ
る
と
し
て
相
補
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
や
、
白
玉
蟾
が
金
丹
を
、
仏
教
の
円
覚
や
儒
教
の

太
極
と
同
等
で
あ
る
と
見
な
す
な
ど
、
道
仏
二
教
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。

（
25
）
た
だ
し
こ
の
三
教
に
対
し
て
「
新
的
道
教
派
別
」
と
は
述
べ
て
い
る
（『
通
史
』
第
四
巻
下
、

八
〇
一
頁
）。

（
26
）
牛
潤
珍
一
九
九
九
、「
四
、
建
国
後
二
十
三
年
：
煥
発
青
春
与
晩
年
陰
郁
、
苦
悶
」（
九
〇
頁
）
に

よ
る
。

（
27
）
卿
希
泰
編
・
四
川
人
民
出
版
社
版
の
『
中
国
道
教
史
』
に
お
い
て
も
、
宋
代
及
び
金
元
の
内
丹
道

及
び
全
真
教
に
つ
い
て
陳
兵
が
担
当
し
て
い
る
。

（
28
）
陳
兵
の
論
考
は
陳
兵
一
九
九
五
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
29
）
増
訂
本
第
十
五
章
「
金
元
全
真
道
」。
そ
の
他
、
増
訂
本
で
は
第
十
四
章
「
両
宋
内
丹
派
道
教
」

に
お
い
て
、
李
遠
国
が
陳
摶
と
張
無
夢
に
つ
い
て
補
足
し
て
い
る
。

（
30
）
移
剌
楚
材
『
玄
風
慶
会
録
』（
道
蔵
第
七
六
冊
六
右
）、
白
玉
蟾
『
白
玉
蟾
全
集
』（『
道
蔵
精
華
』

第
十
輯
之
二
、
自
由
出
版
社
、
九
八
四
頁
）。
ま
た
窪
徳
忠
も
丘
処
機
が
林
霊
素
を
高
く
評
価
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
る
（
窪
徳
忠
一
九
九
二
、
五
六
頁
）。

（
31
）
Y
ao
は
こ
こ
で
鄭
素
春
『
全
真
教
与
大
蒙
古
国
帝
室
』（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
七
）、
陳
垣
『
新

道
教
考
』
お
よ
び
卿
希
泰
編
『
中
国
道
教
史
』
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
卿
希
泰
編
『
中

国
道
教
史
』
に
お
け
る
全
真
教
の
概
説
は
陳
兵
に
よ
り
書
か
れ
、
陳
垣
の
「
新
道
教
」
を
復
活
さ
せ

た
こ
と
は
本
文
で
確
認
し
た
通
り
。
鄭
素
春
に
つ
い
て
は
筆
者
未
見
。

（
32
）
例
え
ば
ヒ
ネ
ル
ズ
編
『世
界
宗
教
事
典
』青
土
社
(John
R.H
innells,T
he
Penguin
D
ictionary

ofR
eligions,Penguin
Books,1984）
の
玄
学
の
項
目
（
一
五
〇
頁
）
を
参
照
。

（
33
）
当
該
項
目
は
Livia
K
ohn
が
担
当
し
て
い
る
（
Pregadio
ed.2008,p.1141）。

（
34
）
以
下
の
〝
N
eo-Confucianism
〟
を
め
ぐ
る
一
連
の
議
論
に
つ
い
て
は
吾
妻
重
二
「〝
N
eo-

Confucianism
〟
の
語
を
め
ぐ
っ
て
―
視
角
の
反
省
」（
吾
妻
二
〇
〇
四
、「
第
三
部
三
章

ア
メ

リ
カ
の
宋
代
思
想
研
究
」、
五
二
三

－

五
四
八
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

（
35
）
吾
妻
重
二
「
第
三
部
第
三
章

ア
メ
リ
カ
の
宋
代
思
想
研
究
」（
吾
妻
二
〇
〇
四
）。

（
36
）
T
illm
an
一
九
九
二
、
D
eBary
1993。
ま
た
D
eBary
の
〝
N
eo-Confucianism
〟
の
用
法
に

対
す
る
批
判
が
Peter
Bolを
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
た
ち
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
吾
妻

二
〇
〇
四
は
指
摘
し
て
い
る
（
五
三
〇

－

五
三
一
頁
）。

参
考
文
献

【
日
文
】

秋
月
観
暎

一
九
七
八

『
中
国
近
世
道
教
の
形
成
』
創
文
社

一
九
九
一
「
浄
明
道
形
成
論
考
―
中
国
に
お
け
る
最
近
の
研
究
成
果
を
読
ん
で
―
」

（『
東
方
宗
教
』
七
八
、
日
本
道
教
学
会
）

吾
妻
重
二

二
〇
〇
四

『
朱
子
学
の
新
研
究
』
創
文
社

「
新
道
教
」
再
考
（
松
下
）
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阿
部
肇
一

一
九
六
三

『
中
国
禅
宗
史
の
研
究
』
誠
信
書
房

一
九
八
四

「
万
松
行
秀
伝
と
『
湛
然
居
士
集
』
―
金
代
曹
洞
禅
の
発
展
―
」（
岡
本

敬
二
先
生
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
『
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
お
け
る
社
会
と
文
化
―
岡
本

敬
二
先
生
退
官
記
念
論
集
―
』
国
書
刊
行
会
）

安
津
素
彦

一
九
六
六

「
外
国
人
の
見
た
神
道
」（
神
道
文
化
会
編
『
明
治
維
新

神
道
百
年
史
』

二
、
神
道
文
化
会
）

江
上
波
夫

一
九
九
四

『
東
洋
学
の
系
譜
』
第
二
集
、
大
修
館
書
店

小
柳
司
気
太

一
九
二
三

『
道
教
概
論
』
世
界
文
庫
刊
行
会

一
九
三
五

『
老
荘
の
思
想
と
道
教
』
関
書
院

一
九
四
二

『
東
洋
思
想
の
研
究
』
森
北
書
店

小
柳
司
気
太
編

一
九
三
四

『
白
雲
観
志

附
東
嶽
廟
志
』
国
書
刊
行
会

窪
徳
忠

一
九
四
三

「
金
・
元
時
代
に
於
け
る
道
教
の
概
説
｣(『北
亜
細
亜
学
報
』
第
二
輯
）

一
九
六
七

『
中
国
の
宗
教
改
革
―
全
真
教
の
成
立
』
法
蔵
館

一
九
七
七

『
道
教
史
』
山
川
出
版
社

久
保
田
量
遠

一
九
四
三

『
支
那
儒
仏
道
交
渉
史
』
大
東
出
版
社

幸
田
露
伴

一
九
二
二

「
仙
人
呂
洞
賓
｣（『
露
伴
全
集
』十
六
｢論
仙
｣所
収
、岩
波
書
店
、一
九
七
八
)

一
九
二
三

「
扶
鸞
之
術
｣（『
露
伴
全
集
』十
六
｢論
仙
｣所
収
、岩
波
書
店
、一
九
七
八
）

一
九
二
六

「
活
死
人
王
害
風
」（『
露
伴
全
集
』
十
六
「
論
仙
」
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
八
）

一
九
三
三

「
道
教
に
就
い
て
」（『
露
伴
全
集
』
十
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
）

一
九
三
六

「
道
教
思
想
」（『
露
伴
全
集
』
十
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
）

一
九
四
一

「
仙
書
参
同
契
」（『
露
伴
全
集
』
十
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
）

酒
井
忠
夫

一
九
七
二

「
日
本
に
お
け
る
道
教
研
究
」（『
東
方
宗
教
』
四
〇
号
、
日
本
道
教
学
会
）

（
の
ち
酒
井
忠
夫
編
『
道
教
の
総
合
的
研
究
』［
国
書
刊
行
会
、
一
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A Reconsideration of “Neo-Daoism”:
Re-Examining the Framework for Research on

the Quan-zhen Sect

Matsushita Michinobu

This paper re-examines the framework of research which has regarded the Quan-zhen sect

(Quan-zhen-jiao 全真教) as “Neo-Daoism (新道教)”.

The Quan-zhen sect, alongside the Tai-yi sect (Tai-yi-jiao 太一教) and the Zhen-da-dao sect

(Zhen-da-dao-jiao真大道教) founded in the same period, has been considered as “Neo-Daoism”. The

first person who used the term “Neo-Daoism” was Tokiwa Daijo (常盤大定). He appreciated the

Quan-zhen sect as detached from the traditional superstition affected by Buddhism. But Tokiwa

was a Buddhism researcher who was in the priesthood himself, so his research has a Buddhist

perspective. And then, in China, Chen Yuan (陳垣) designated the Quan-zhen sect, the Tai-yi sect,

and the Zhen-da-dao sect as “Neo-Daoism”, and appreciated that they resisted Jin (金) as refugees

of the northern Song (北宋); therefore, there we can see a historical view of resistance.

After World War Ⅱ, on the basis of the preceding studies, Kubo Noritada(窪徳忠) insisted

that the Quan-zhen sect, the Tai-yi sect, and the Zhen-da-dao sect were “Neo-Daoism” by modeling

after Max Weber’s sociology of religion theory. We can see that the designation of the Quan-zhen

sect as “Neo-Daoism” was accomplished at this point.

After new China was established, the Quan-zhen sect was negatively associated with

Marxism. However, Chen Yuan’s view revived again recently. In Japan, Miyakawa Hisayuki (宮川

尚志) researched Lin Linsu (林霊素) and southern school of inner alchemy regarded as “Old-

Daoism”, and Akizuki Kan’ei (秋月観暎) insisted on designating Jing-ming dao(浄明道) as one of

“Neo-Daoism.” Meanwhile, in Europe and the United States, the term “Neo-Daoism” has not been

established currently yet.

We can point out that the influence of modern history is reflected in the background of

research history that regards the Quan-zhen sect as “Neo-Daoism” in Japan and China. However,

the concept of “Neo-Daoism” risks of evaluating some sects as “Neo-Daoism” and “Old-Daoism”

with prejudice, or emphasizing the break-off of both more than is required. It will be necessary for

studies of the Quan-zhen sect to push forward a philological empiricism while paying attention to

each era.

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）

― 86―


